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第1章

1 ヨシュアの死後、イスラエルの子らは主に尋ねた。「だれが私たちのために最初に上って行っ

て、カナン人と戦うべきでしょうか。」

2 すると、主は言われた。「ユダが上って行くべきである。見よ、わたしはその地を彼の手に渡

した。」

3 ユダは自分の兄弟シメオンに言った。「私と一緒に、私に割り当てられた地に上ってくださ

い。私たちはカナン人と戦うのです。私も、あなたに割り当てられた地に一緒に行きます。」

そこでシメオンは彼と一緒に行った。

4 ユダが上って行くと、主はカナン人とペリジ人を彼らの手に渡されたので、彼らはベゼクで一

万人を討ち取った。

5 彼らはベゼクでアドニ・ベゼクに出会い、彼と戦ってカナン人とペリジ人を討った。

6 ところが、アドニ・ベゼクが逃げたので、彼らは後を追って捕らえ、その両手両足の親指を切

り落とした。

7 アドニ・ベゼクは言った。「かつて、両手両足の親指を切り落とされた七十人の王たちが、私

の食卓の下でパン屑を拾い集めていたものだ。私がしたとおりに、神は私に報いを返され

た。」彼らはアドニ・ベゼクをエルサレムに連れて行き、彼はそこで死んだ。

8 ユダ族は、エルサレムを攻めてこれを取り、剣の刃で討って町に火を放った。

9 その後、ユダ族は、山地やネゲブやシェフェラに住んでいるカナン人と戦うために下って行っ

た。

10 ユダはヘブロンに住んでいるカナン人を攻めた。ヘブロンの名は、かつてはキルヤテ・アルバ

であった。彼らはシェシャイとアヒマンとタルマイを討った。

11 彼らは、そこから進んでデビルの住民を攻めた。デビルの名は、かつてはキルヤテ・セフェル

であった。

12 そのときカレブは言った。「キルヤテ・セフェルを討って、これを攻め取る者に、私の娘アク

サを妻として与えよう。」

13 カレブの同族ケナズの子オテニエルがそれを攻め取ったので、カレブは娘アクサを彼に妻とし

て与えた。

14 嫁ぐとき、彼女は夫に、自分の父に畑を求めるよう、しきりに促した。彼女がろばから降りる

と、カレブは「何が欲しいのか」と彼女に言った。

15 アクサは彼に言った。「どうか私にお祝いを下さい。ネゲブの地を私に下さるのですから、湧

き水を下さい。」そこでカレブは上の泉と下の泉を彼女に与えた。

16 モーセのしゅうとがその一族であるケニ人たちは、ユダ族と一緒に、なつめ椰子の町からアラ

ドの南にあるユダの荒野に上って行き、そこの民とともに住んだ。

17 ユダは兄弟シメオンと一緒に行って、ツェファテに住んでいたカナン人を討ち、それを聖絶

し、その町にホルマという名をつけた。

18 ユダは、ガザとその地域、アシュケロンとその地域、エクロンとその地域を攻め取った。

19 主がユダとともにおられたので、ユダは山地を占領した。しかし、平地の住民は鉄の戦車を持

っていたので、ユダは彼らを追い払えなかった。



20 モーセが約束したとおり、ヘブロンはカレブに与えられ、カレブはそこからアナクの三人の息

子を追い払った。

21 エルサレムに住んでいるエブス人に関しては、ベニヤミン族がこれを追い払わなかったので、

エブス人は今日までベニヤミン族とともにエルサレムに住んでいる。

22 ヨセフの一族もまた、ベテルに上って行った。主は彼らとともにおられた。

23 ヨセフの一族はベテルを探った。この町の名は、かつてはルズであった。

24 見張りの者たちは、その町から出て来た人を見て言った。「この町に入るところを教えてほし

い。そうすれば私たちも、あなたに誠意を尽くすから。」

25 彼が町の出入り口を教えたので、彼らは剣の刃でこの町を討った。しかし、その人とその氏族

の者はみな自由にしてやった。

26 その人はヒッタイト人の地に行って町を建て、その名をルズと呼んだ。これが今日までその名

である。

27 マナセは、ベテ・シェアンとそれに属する村々、タアナクとそれに属する村々、ドルの住民と

それに属する村々、イブレアムの住民とそれに属する村々、メギドの住民とそれに属する村々

は占領しなかった。それで、カナン人はその土地に住み続けた。

28 イスラエルは強くなったとき、カナン人を苦役に服させたが、彼らを完全に追い払うことはし

なかった。

29 エフライムはゲゼルの住民であるカナン人を追い払わなかったので、カナン人はゲゼルで彼ら

のただ中に住んだ。

30 ゼブルンはキテロンの住民とナハロルの住民を追い払わなかったので、カナン人は彼らのただ

中に住み、苦役に服した。

31 アシェルはアッコの住民やシドンの住民、またアフラブ、アクジブ、ヘルバ、アフィク、レホ

ブの住民を追い払わなかった。

32 それで、アシェル人は、その土地に住むカナン人のただ中に住んだ。カナン人を追い払わなか

ったのである。

33 ナフタリはベテ・シェメシュの住民やベテ・アナトの住民を追い払わずに、その土地に住むカ

ナン人のただ中に住んだ。しかし、ベテ・シェメシュとベテ・アナトの住民は、彼らのために

苦役に服した。

34 アモリ人はダン族を山地に追いつめ、平地に下りることを許さなかった。

35 こうしてアモリ人は、ハル・ヘレス、アヤロン、そしてシャアルビムに住み続けたが、ヨセフ

の一族が勢力を増すと、彼らは苦役に服した。

36 アモリ人の領地は、アクラビムの坂からセラを経た上の方であった。

第2章

1 主の使いがギルガルからボキムに上って来た。そして言った。「わたしはあなたがたをエジプ

トから上らせて、あなたがたの父祖たちに誓った地に連れて来て言った。『わたしはあなたが

たと結んだわたしの契約を決して破らない。

2 あなたがたは、この地の住民と契約を結んではならない。彼らの祭壇を打ち壊さなければなら

ない。』ところが、あなたがたはわたしの声に聞き従わなかった。なぜこのようなことをした

のか。



3 それでわたしも言う。『わたしはあなたがたの前から彼らを追い払わない。彼らはあなたがた

の敵となり、彼らの神々はあなたがたにとって罠となる。』」

4 主の使いがこれらのことばをイスラエルの子ら全体に語ったとき、民は声をあげて泣いた。

5 彼らはその場所の名をボキムと呼んで、その場所で主にいけにえを献げた。

6 ヨシュアが民を送り出したので、イスラエルの子らはそれぞれ土地を占領しようと、自分の相

続する地へ出て行った。

7 ヨシュアがいた間、また、主がイスラエルのために行われたすべての大いなるわざを見て、ヨ

シュアより長生きした長老たちがいた間、民は主に仕えた。

8 主のしもべ、ヌンの子ヨシュアは百十歳で死んだ。

9 人々は彼をガアシュ山の北、エフライムの山地にある、彼の相続地の領域にあるティムナテ・

ヘレスに葬った。

10 その世代の者たちもみな、その先祖たちのもとに集められた。そして彼らの後に、主を知ら

ず、主がイスラエルのために行われたわざも知らない、別の世代が起こった。

11 すると、イスラエルの子らは主の目に悪であることを行い、もろもろのバアルに仕えた。

12 彼らは、エジプトの地から自分たちを導き出した父祖の神、主を捨てて、ほかの神々、すなわ

ち彼らの周りにいるもろもろの民の神々に従い、それらを拝んで、主の怒りを引き起こした。

13 彼らが主を捨てて、バアルとアシュタロテに仕えたので、

14 主の怒りがイスラエルに向かって燃え上がり、主は彼らを略奪する者の手に渡して略奪される

ままにし、周りの敵の手に彼らを売り渡された。彼らはもはや、敵に立ち向かうことができな

かった。

15 彼らがどこへ行っても、主の手は彼らにわざわいをもたらした。主が告げ、主が彼らに誓われ

たとおりであった。彼らは大いに苦しんだ。

16 そのとき、主はさばきつかさを起こして、略奪する者の手から彼らを救われた。

17 ところが、彼らはそのさばきつかさにも聞き従わず、ほかの神々を慕って淫行を行い、それら

を拝んだ。彼らの先祖が主の命令に聞き従って歩んだ道から早くも外れて、先祖たちのように

は行わなかった。

18 主が彼らのためにさばきつかさを起こしたとき、主はさばきつかさとともにおられ、そのさば

きつかさが生きている間、彼らを敵の手から救われた。これは、圧迫し、虐げる者を前にして

彼らがうめいたので、主があわれまれたからである。

19 しかし、さばきつかさが死ぬと、彼らは元に戻って先祖たちよりもいっそう堕落し、ほかの

神々に従い、それらに仕え、それらを拝んだ。彼らはその行いや、頑なな生き方から離れなか

った。

20 そのため、主の怒りがイスラエルに向かって燃え上がった。主は言われた。「この民は、わた

しが彼らの先祖たちに命じたわたしの契約を破り、わたしの声に聞き従わなかったから、

21 わたしもまた、ヨシュアが死んだときに残しておいたいかなる異邦の民も、彼らの前から追い

払わない。

22 これは、先祖たちが守ったように、彼らも主の道を守って歩むかどうか、これらの国民によっ

てイスラエルを試みるためである。」

23 こうして、主はこれらの異邦の民をただちに追い払うことをせずに残しておき、ヨシュアの手

に渡されなかったのである。



第3章

1 次が、主が残しておかれた異邦の民である。主がそうされたのは、カナンでの戦いを全く知ら

ないすべてのイスラエルを試みるためであり、

2 ただ、イスラエルの次世代の者、特にまだ戦いを知らない者たちに、戦いを教え、知らせるた

めであった。

3 すなわち、ペリシテ人の五人の領主たち、またすべてのカナン人、シドン人、そしてヒビ人で

ある。ヒビ人は、バアル・ヘルモン山からレボ・ハマテにまで及ぶレバノンの山地に住んでい

た。

4 これは、彼らによってイスラエルを試み、主がモーセを通して先祖たちに命じた命令に、イス

ラエルが聞き従うかどうかを知るためであった。

5 イスラエル人は、カナン人、ヒッタイト人、アモリ人、ペリジ人、ヒビ人、エブス人のただ中

に住み、

6 彼らの娘を自分たちの妻とし、また自分たちの娘を彼らの息子に与えて、彼らの神々に仕え

た。

7 こうしてイスラエルの子らは、主の目に悪であることを行い、彼らの神、主を忘れて、もろも

ろのバアルやアシェラに仕えた。

8 主の怒りがイスラエルに向かって燃え上がり、主は彼らをアラム・ナハライムの王クシャン・

リシュアタイムの手に売り渡されたので、イスラエルの子らは八年の間、クシャン・リシュア

タイムに仕えた。

9 イスラエルの子らが主に叫び求めたとき、主はイスラエルの子らのために一人の救助者を起こ

して、彼らを救われた。それはカレブの同族ケナズの子オテニエルである。

10 主の霊が彼の上に臨み、彼はイスラエルをさばいた。彼が戦いに出て行くと、主はアラムの王

クシャン・リシュアタイムを彼の手に渡されたので、彼の手はクシャン・リシュアタイムを抑

えた。

11 国は四十年の間、穏やかであった。こうして、ケナズの子オテニエルは死んだ。

12 イスラエルの子らは、主の目に悪であることを重ねて行った。そこで主はモアブの王エグロン

を強くして、イスラエルに逆らわせた。彼らが主の目に悪であることを行ったからである。

13 エグロンはアンモン人とアマレク人を彼のもとに集め、イスラエルを攻めて打ち破った。彼ら

はなつめ椰子の町を占領した。

14 こうして、イスラエルの子らは十八年の間、モアブの王エグロンに仕えた。

15 イスラエルの子らが主に叫び求めたとき、主は彼らのために、一人の救助者を起こされた。ベ

ニヤミン人ゲラの子で、左利きのエフデである。イスラエルの子らは、彼の手に託してモアブ

の王エグロンに貢ぎ物を送った。

16 エフデは長さ約一キュビトの両刃の剣を作り、それを衣の下、右ももの上に帯で締め、

17 モアブの王エグロンに貢ぎ物を携えて行った。エグロンはたいへん太った男であった。

18 貢ぎ物を献げ終わると、エフデは貢ぎ物を運んで来た者たちを見送り、

19 彼自身はギルガルのそばの石切り場のところから引き返して来て、こう言った。「王様、私は

あなたに秘密のお知らせがあります。」すると王は「今は、言うな」と言ったので、そばに立

っていた者たちはみな、彼のところから出て行った。



20 エフデが王のところに行くと、王は、屋上にある彼専用の涼しい部屋に一人で座していた。エ

フデが「あなたに神のお告げがあります」と言うと、王はその座から立ち上がった。

21 このとき、エフデは左手を伸ばし、右ももから剣を取り出して、王の腹を刺した。

22 柄も刃と一緒に入ってしまった。彼が剣を王の腹から抜かなかったので、脂肪が刃をふさいで

しまった。エフデは小窓から出た。

23 エフデは廊下へ出て行き、屋上の部屋の戸を閉じた。このようにして、彼はかんぬきをかけ

た。

24 彼が出て行くと、王のしもべたちがやって来た。彼らが見ると、屋上の部屋にかんぬきがかけ

られていたので、彼らは「王はきっと涼み部屋で用をたしておられるのだろう」と思った。

25 しかし、いつまで待っても、王が屋上の部屋の戸を一向に開けようとしないので、しもべたち

は鍵を取って戸を開けた。すると、なんと、彼らの主人は床に倒れて死んでいた。

26 エフデは、しもべたちが手間取っている間に逃れ、石切り場のところを通って、セイラに逃れ

た。

27 到着すると、彼はエフライムの山地で角笛を吹き鳴らした。イスラエルの子らは、彼と一緒に

山地から下って行った。彼がその先頭に立った。

28 エフデは彼らに言った。「私の後について来なさい。主はあなたがたの敵モアブ人を、あなた

がたの手に渡されたから。」そこで彼らはエフデの後について下り、モアブへ通じるヨルダン

川の渡し場を攻め取って、一人もそこを渡らせなかった。

29 このとき彼らは約一万人のモアブ人を討ち取った。そのモアブ人はみな、頑強で、力のある者

たちだったが、一人として逃れた者はいなかった。

30 こうして、モアブはその日イスラエルの手に下り、国は八十年の間、穏やかであった。

31 エフデの後にアナトの子シャムガルが起こり、牛を追う棒でペリシテ人六百人を打ち殺した。

彼もまた、イスラエルを救った。

第4章

1 イスラエルの子らは、主の目に悪であることを重ねて行った。エフデは死んでいた。

2 主は、ハツォルを治めていたカナンの王ヤビンの手に彼らを売り渡された。ヤビンの軍の長は

シセラで、ハロシェテ・ハ・ゴイムに住んでいた。

3 すると、イスラエルの子らは主に叫び求めた。ヤビンには鉄の戦車が九百台あり、そのうえ二

十年の間、イスラエルの子らをひどく圧迫したからである。

4 ラピドテの妻で女預言者のデボラが、そのころイスラエルをさばいていた。

5 彼女は、エフライムの山地のラマとベテルの間にあるデボラのなつめ椰子の木の下に座し、イ

スラエルの子らは、さばきを求めて彼女のところに上って来た。

6 あるとき、デボラは人を遣わして、ナフタリのケデシュからアビノアムの子バラクを呼び寄

せ、彼に言った。「イスラエルの神、主はこう命じられたではありませんか。『行って、タボ

ル山に陣を敷け。ナフタリ族とゼブルン族の中から一万人を取れ。

7 わたしはヤビンの軍の長シセラとその戦車と大軍を、キション川のあなたのところに引き寄

せ、彼をあなたの手に渡す』と。」

8 バラクは彼女に言った。「もしあなたが私と一緒に行ってくださるなら、行きましょう。しか

し、もしあなたが私と一緒に行ってくださらないなら、行きません。」



9 そこでデボラは言った。「私は必ずあなたと一緒に行きます。ただし、あなたが行こうとして

いる道では、あなたに誉れは与えられません。主は女の手にシセラを売り渡されるからで

す。」こうして、デボラは立ってバラクと一緒にケデシュへ行った。

10 バラクはゼブルンとナフタリをケデシュに呼び集め、一万人を引き連れて上った。デボラも彼

と一緒に上った。

11 ケニ人ヘベルは、モーセのしゅうとホバブの子孫のケニ人たちから離れて、ケデシュに近いツ

ァアナニムの樫の木のそばで天幕を張っていた。

12 一方シセラに、アビノアムの子バラクがタボル山に登ったと知らされた。

13 シセラは自分の戦車すべて、すなわち鉄の戦車九百台と、彼と一緒にいた兵をみな、ハロシェ

テ・ハ・ゴイムからキション川に呼び集めた。

14 デボラはバラクに言った。「立ち上がりなさい。今日、主があなたの手にシセラを渡される。

主があなたに先立って出て行かれるではありませんか。」そこで、バラクはタボル山から下

り、一万人が彼の後に従った。

15 主は、シセラとそのすべての戦車とすべての陣営の者を、剣の刃をもってバラクの前で混乱さ

せられた。シセラは戦車から飛び降り、自らの足で逃げた。

16 それでバラクは、戦車と陣営をハロシェテ・ハ・ゴイムまで追いつめた。こうして、シセラの

陣営の者はみな剣の刃に倒れ、残された者は一人もいなかった。

17 しかし、シセラは自らの足でケニ人ヘベルの妻ヤエルの天幕に逃げた。ハツォルの王ヤビンと

ケニ人ヘベルの家は友好関係にあったからである。

18 ヤエルはシセラを迎えに出て来て、彼に言った。「お立ち寄りください、ご主人様。私のとこ

ろにお立ち寄りください。ご心配には及びません。」シセラが彼女の天幕に入ったので、ヤエ

ルは彼を布でおおった。

19 シセラはヤエルに言った。「どうか、水を少し飲ませてくれ。喉が渇いているから。」ヤエル

は乳の皮袋を開けて彼に飲ませ、また彼をおおった。

20 シセラはまた彼女に言った。「天幕の入り口に立っていてくれ。もしだれかが来て、ここにだ

れかいないかと尋ねたら、いないと言うように。」

21 だが、ヘベルの妻ヤエルは天幕の杭を取ると、槌を手にしてそっと彼に近づき、そのこめかみ

に杭を打ち込んで地に突き刺した。彼は疲れて熟睡していたのである。こうして彼は死んだ。

22 ちょうどそのとき、バラクがシセラを追って来たので、ヤエルは彼を迎えに出て言った。「お

いでください。あなたが捜している人をお見せしましょう。」彼がヤエルのところに行くと、

なんと、シセラが倒れて死んでおり、そのこめかみには杭が刺さっていた。

23 こうして神は、その日、イスラエル人の前でカナンの王ヤビンを屈服させた。

24 イスラエル人の勢力は、カナンの王ヤビンに対してますます強くなり、ついにカナンの王ヤビ

ンを滅ぼすに至った。

第5章

1 その日、デボラとアビノアムの子バラクは、こう歌った。

2 「イスラエルでかしらたちが先頭に立ち、 民が進んで身を献げるとき、 主をほめたたえよ。

3 聞け、王たち。耳を傾けよ、君主たち。 私、この私は主に向かって歌う。 イスラエルの神、

主にほめ歌を歌う。



4 主よ。あなたがセイルから出て、 エドムの野から進んで行かれたとき、 大地は揺れ、天も滴

り、 密雲も水を滴らせました。

5 山々は主の前に流れ去りました。 シナイさえも イスラエルの神である主の前に。

6 アナトの子シャムガルの時代、 またヤエルの時代に、隊商は絶え、 旅人は脇道を通った。

7 農夫は絶えた。イスラエルに絶えた。 私デボラが立ち、 イスラエルに母として立ったときま

で。

8 新しい神々が選ばれたとき、 そのとき、戦いは門まで及んでいたが、 イスラエルの四万人の

うちに、 盾と槍が見られただろうか。

9 私の心はイスラエルの指導者たちに、 民のうちの進んで身を献げる者たちに向かう。 主をほ

めたたえよ。

10 茶色の雌ろばに乗る者たち、 敷き物の上に座す者たち、 道を歩く者たちよ、語り伝えよ。

11 水飲み場で水を分ける者たちの声を聞いて。 そこで彼らは主の義と、 イスラエルにいる主の

村人たちの義をたたえる。 そのとき、主の民は城門に下って行った。

12 目覚めよ、目覚めよ、デボラ。 目覚めよ、目覚めよ、歌声をあげよ。 起きよ、バラク。 捕虜

を引いて行け、アビノアムの子よ。

13 そのとき、生き残った者は 貴人のように下りて来た。 主の民は私のところに 勇士のように下

りて来た。

14 エフライムからは その根がアマレクにある者が下りて来た。 ベニヤミンはあなたの後に続い

て あなたの民のうちにいる。 マキルからは指導者たちが ゼブルンからは指揮を執る者たちが

下りて来た。

15 イッサカルの長たちはデボラとともにいた。 イッサカルはバラクと同じく 歩兵たちとともに

平地に送られた。 ルベンの諸支族の決意は固かった。

16 なぜ、あなたは二つの鞍袋の間に座って、 羊の群れに笛吹くのを聞いていたのか。 ルベンの

諸支族の間には、深い反省があった。

17 ギルアデはヨルダンの川向こうにとどまった。 ダンはなぜ船に残ったのか。 アシェルは海辺

に座り、 その波止場のそばにとどまっていた。

18 ゼブルンは、いのちを賭して死をいとわぬ民。 野の高い所にいるナフタリも。

19 王たちはやって来て戦った。 そのとき、カナンの王たちは戦った。 メギドの流れのそばのタ

アナクで。 彼らが銀の分捕り品を取ることはなかった。

20 天から、もろもろの星が下って来て戦った。 その軌道から離れて、シセラと戦った。

21 キション川は彼らを押し流した。 昔からの川、キション川が。 わがたましいよ、力強く進

め。

22 そのとき、馬のひづめは地を踏み鳴らし、 その荒馬は全力で疾走する。

23 主の使いは言った。 『メロズをのろえ、その住民を激しくのろえ。 彼らは主の手助けに来

ず、 勇士たちとともに、 主の手助けに来なかったからだ。』

24 女の中で最も祝福されるのはヤエル、 ケニ人ヘベルの妻。 天幕に住む女の中で最も祝福され

ている。

25 シセラが水を求めると、 彼女は乳を与え、 高価な鉢で凝乳を差し出した。

26 ヤエルは杭を手にし、 右手に職人の槌をかざし シセラを打って、その頭に打ち込み、 こめか

みを砕いて刺し貫いた。



27 彼女の足もとに 彼は膝をつき、倒れ、横たわった。 彼女の足もとに 彼は膝をつき、倒れた。

膝をついた場所で、倒れて滅びた。

28 窓から見下ろして、 シセラの母は格子窓から見下ろして嘆いた。 『なぜ、あれの車が来るの

は遅れているのか。 なぜ、あれの戦車の動きは鈍いのか。』

29 知恵のある女官たちは彼女に答え、 彼女も同じことばを繰り返した。

30 『彼らは分捕り物を見つけ出し、 それを分けているのではありませんか。 勇士それぞれには

一人か二人の娘を、 シセラには染め織物を分捕り物として。 分捕り物として、刺繡した染め

織物を、 刺繡した染め織物二枚を首に、分捕り物として。』

31 このように、主よ、あなたの敵がみな滅び、 主を愛する者が、 力強く昇る太陽のようになり

ますように。」 こうして、国は四十年の間、穏やかであった。

第6章

1 イスラエルの子らは、主の目に悪であることを行った。そこで、主は七年の間、彼らをミディ

アン人の手に渡された。

2 ミディアン人の勢力がイスラエルに対して強くなったので、イスラエル人はミディアン人を避

けて、山々にある洞窟や洞穴や要害を自分たちのものとした。

3 イスラエルが種を蒔くと、いつもミディアン人、アマレク人、そして東方の人々が上って来

て、彼らを襲った。

4 彼らはイスラエル人に向かって陣を敷き、その地の産物をガザに至るまで荒らして、いのちを

つなぐ糧も、羊も牛もろばもイスラエルに残さなかった。

5 実に、彼らは自分たちの家畜と天幕を持って上り、いなごの大群のように押しかけて来た。彼

らとそのらくだは数えきれないほどであった。彼らは国を荒らそうと入って来たのであった。

6 こうして、イスラエルはミディアン人の前で非常に弱くなった。すると、イスラエルの子らは

主に叫び求めた。

7 イスラエルの子らがミディアン人のゆえに主に叫び求めたとき、

8 主は一人の預言者をイスラエルの子らに遣わされた。預言者は彼らに言った。「イスラエルの

神、主はこう言われる。 わたしはあなたがたをエジプトから上らせ、奴隷の家から導き出

し、

9 エジプト人の手と、圧迫するすべての者の手から助け出し、あなたがたの前から彼らを追い出

して、その地をあなたがたに与えた。

10 わたしはあなたがたに言った。『わたしが主、あなたがたの神である。あなたがたが住んでい

る地のアモリ人の神々を恐れてはならない』と。ところが、あなたがたはわたしの声に聞き従

わなかった。」

11 さて主の使いが来て、アビエゼル人ヨアシュに属するオフラにある樫の木の下に座った。この

とき、ヨアシュの子ギデオンは、ぶどうの踏み場で小麦を打っていた。ミディアン人から隠れ

るためであった。

12 主の使いが彼に現れて言った。「力ある勇士よ、主があなたとともにおられる。」

13 ギデオンは御使いに言った。「ああ、主よ。もし主が私たちとともにおられるなら、なぜこれ

らすべてのことが、私たちに起こったのですか。『主は私たちをエジプトから上らせたではな



いか』と言って、先祖が伝えたあの驚くべきみわざはみな、どこにあるのですか。今、主は私

たちを捨てて、ミディアン人の手に渡されたのです。」

14 すると、主は彼の方を向いて言われた。「行け、あなたのその力で。あなたはイスラエルをミ

ディアン人の手から救うのだ。わたしがあなたを遣わすのではないか。」

15 ギデオンは言った。「ああ、主よ。どうすれば私はイスラエルを救えるでしょうか。ご存じの

ように、私の氏族はマナセの中で最も弱く、そして私は父の家で一番若いのです。」

16 主はギデオンに言われた。「わたしはあなたとともにいる。あなたは一人を討つようにミディ

アン人を討つ。」

17 すると、ギデオンは言った。「もし私がみこころにかなうのでしたら、私と話しておられるの

があなたであるというしるしを、私に見せてください。

18 どうか、私が戻って来るまでここを離れないでください。贈り物を持って来て、御前に供えま

すので。」主は、「あなたが戻って来るまで、ここにいよう」と言われた。

19 ギデオンは行って、子やぎ一匹を調理し、粉一エパで種なしパンを作った。そして、その肉を

かごに入れ、また肉汁を壺に入れ、樫の木の下にいる方のところに持って来て差し出した。

20 神の使いは彼に言った。「肉と種なしパンを取って、この岩の上に置き、その肉汁を注げ。」

そこで、ギデオンはそのようにした。

21 主の使いは、手にしていた杖の先を伸ばして、肉と種なしパンに触れた。すると、火が岩から

燃え上がって、肉と種なしパンを焼き尽くしてしまった。主の使いは去って見えなくなった。

22 ギデオンには、この方が主の使いであったことが分かった。ギデオンは言った。「ああ、神、

主よ。私は顔と顔を合わせて主の使いを見てしまいました。」

23 主は彼に言われた。「安心せよ。恐れるな。あなたは死なない。」

24 ギデオンはそこに主のために祭壇を築いて、これをアドナイ・シャロムと名づけた。これは今

日まで、アビエゼル人のオフラに残っている。

25 その夜、主はギデオンに言われた。「あなたの父の若い雄牛で、七歳の第二の雄牛を取り、あ

なたの父が持っているバアルの祭壇を壊し、そのそばにあるアシェラ像を切り倒せ。

26 あなたの神、主のために、その砦の頂に石を積んで祭壇を築け。あの第二の雄牛を取り、切り

倒したアシェラ像の木で全焼のささげ物を献げよ。」

27 そこで、ギデオンは自分のしもべの中から十人を引き連れて、主が言われたとおりに行った。

しかし、彼は父の家の者や、町の人々を恐れたので、昼間はそれをせず、夜に行った。

28 町の人々が翌朝早く起きて見ると、なんと、バアルの祭壇は打ち壊され、そのそばにあったア

シェラ像は切り倒され、新しく築かれた祭壇の上には、第二の雄牛が献げられていた。

29 そこで、彼らは互いに言った。「だれがこのようなことをしたのか。」彼らは調べて尋ね回

り、「ヨアシュの子ギデオンがこれをしたのだ」と言った。

30 町の人々はヨアシュに言った。「おまえの息子を引っ張り出して殺せ。あれはバアルの祭壇を

打ち壊し、そばにあったアシェラ像も切り倒したのだ。」

31 すると、ヨアシュは自分に向かって来たすべての者に言った。「あなたがたは、バアルのため

に争おうというのか。あなたがたは、それを救おうとするのか。バアルのために争う者は、朝

までに殺される。もしバアルが神であるなら、自分の祭壇が打ち壊されたのだから、自分で争

えばよいのだ。」



32 こうして、その日、父は「バアルは自分で彼と争えばよい。なぜなら彼はバアルの祭壇を打ち

壊したのだから」と言って、ギデオンをエルバアルと呼んだ。

33 ミディアン人やアマレク人、また東方の人々はみな連合してヨルダン川を渡り、イズレエルの

平野に陣を敷いた。

34 主の霊がギデオンをおおったので、彼が角笛を吹き鳴らすと、アビエゼル人が集まって来て、

彼に従った。

35 ギデオンはマナセの全域に使者を遣わしたので、彼らもまた、呼び集められて彼に従った。ま

た彼は、アシェル、ゼブルン、そしてナフタリに使者を遣わし、彼らも上って来て合流した。

36 ギデオンは神に言った。「もしあなたが言われたとおり、私の手によってイスラエルを救おう

とされるのなら、

37 ご覧ください。私は刈り取った一匹分の羊の毛を打ち場に置きます。もしその羊の毛だけに露

が降りていて、土全体が乾いていたら、あなたが言われたとおり、私の手によって、あなたが

イスラエルをお救いになると私に分かります。」

38 すると、そのようになった。ギデオンが翌日朝早く、羊の毛を押しつけて、その羊の毛から露

を絞り出すと、鉢は水でいっぱいになった。

39 ギデオンは神に言った。「私に向かって御怒りを燃やさないでください。私にもう一度だけ言

わせてください。どうか、この羊の毛でもう一度だけ試みさせてください。今度はこの羊の毛

だけが乾いていて、土全体には露が降りるようにしてください。」

40 神はその夜、そのようにされた。羊の毛だけが乾いていて、土全体には露が降りていたのであ

った。

第7章

1 エルバアルすなわちギデオンと、彼とともにいた兵はみな、朝早くハロデの泉のそばに陣を敷

いた。ミディアン人の陣営は、その北、モレの丘に沿った平地にあった。

2 主はギデオンに言われた。「あなたと一緒にいる兵は多すぎるので、わたしはミディアン人を

彼らの手に渡さない。イスラエルが『自分の手で自分を救った』と言って、わたしに向かって

誇るといけないからだ。

3 今、兵たちの耳に呼びかけよ。『だれでも恐れおののく者は帰り、ギルアデ山から離れよ』

と。」すると、兵のうちの二万二千人が帰って行き、一万人が残った。

4 主はギデオンに言われた。「兵はまだ多すぎる。彼らを連れて水辺に下って行け。わたしはそ

こで、あなたのために彼らをより分けよう。わたしがあなたに、『この者はあなたと一緒に行

くべきである』と言うなら、その者はあなたと一緒に行かなければならない。またわたしがあ

なたに、『この者はあなたと一緒に行くべきではない』と言うなら、だれも行ってはならな

い。」

5 そこでギデオンは兵を連れて、水辺に下って行った。主はギデオンに言われた。「犬がなめる

ように、舌で水をなめる者は残らず別にせよ。また、飲むために膝をつく者もすべてそうせ

よ。」

6 すると、手で口に水を運んですすった者の数が三百人であった。残りの兵はみな、膝をついて

水を飲んだ。



7 主はギデオンに言われた。「手で水をすすった三百人で、わたしはあなたがたを救い、ミディ

アン人をあなたの手に渡す。残りの兵はみな、それぞれ自分のところに帰らせよ。」

8 そこで三百人の者は、兵の食糧と角笛を手に取った。こうして、ギデオンはイスラエル人をみ

な、それぞれ自分の天幕に送り返し、三百人の者だけを引きとどめた。ミディアン人の陣営

は、彼から見て下の方の平地にあった。

9 その夜、主はギデオンに言われた。「立って、あの陣営に攻め下れ。それをあなたの手に渡し

たから。

10 もし、あなたが下って行くことを恐れるなら、あなたの従者プラと一緒に陣営に下って行き、

11 彼らが何を言っているかを聞け。その後、あなたの手は強くなって、陣営に攻め下ることがで

きる。」ギデオンと従者プラは、陣営の中の隊列の端まで下って行った。

12 ミディアン人やアマレク人、またすべての東方の民が、いなごのように大勢、平地に伏してい

た。彼らのらくだは、海辺の砂のように多くて数えきれなかった。

13 ギデオンがそこに来ると、ちょうど一人の者が仲間に夢の話をしていた。「聞いてくれ。私は

夢を見た。見ると、大麦のパンの塊が一つ、ミディアン人の陣営に転がって来て、天幕に至

り、それを打ったので、それは崩れ落ちて、ひっくり返った。こうして天幕は倒れてしまっ

た。」

14 すると、その仲間は答えて言った。「それはイスラエル人ヨアシュの子ギデオンの剣でなくて

何であろうか。神が彼の手に、ミディアン人と全陣営を渡されたのだ。」

15 ギデオンはこの夢の話と解釈を聞いたとき、主を礼拝し、イスラエルの陣営に戻って言った。

「立て。主はミディアン人の陣営をあなたがたの手に渡された。」

16 彼は三百人を三隊に分け、全員の手に角笛と空の壺を持たせ、その壺の中にたいまつを入れさ

せて、

17 彼らに言った。「私を見て、あなたがたも同じようにしなければならない。見よ。私が陣営の

端に着いたら、私がするように、あなたがたもしなければならない。

18 私と、私と一緒にいるすべての者が角笛を吹いたら、あなたがたもまた、全陣営を囲んで角笛

を吹き鳴らし、『主のため、ギデオンのため』と言わなければならない。」

19 真夜中の夜番が始まるとき、ギデオンと、彼と一緒にいた百人の者が陣営の端に着いた。ちょ

うどそのとき、番兵が交代したばかりであったので、彼らは角笛を吹き鳴らし、その手に持っ

ていた壺を打ち壊した。

20 三隊の者が角笛を吹き鳴らして、壺を打ち砕き、左手にたいまつを、右手に吹き鳴らす角笛を

固く握って「主のため、ギデオンのための剣」と叫んだ。

21 彼らはそれぞれ持ち場に立ち、陣営を取り囲んだので、陣営の者はみな走り出し、大声をあげ

て逃げた。

22 三百人が角笛を吹き鳴らしている間に、主は陣営全体にわたって同士討ちが起こるようにされ

たので、軍勢はツェレラの方のベテ・ハ・シタや、タバテの近くのアベル・メホラの岸辺まで

逃げた。

23 イスラエル人は、ナフタリ、アシェル、また全マナセから呼び集められて、ミディアン人を追

撃した。

24 ギデオンはエフライムの山地全域に使者を遣わして言った。「下りて来て、ミディアン人を迎

え撃て。彼らから、ベテ・バラまでの流れと、ヨルダン川を攻め取れ。」エフライム人はみな



呼び集められ、ベテ・バラまでの流れと、ヨルダン川を攻め取った。

25 彼らはミディアン人の二人の首長オレブとゼエブを捕らえ、オレブをオレブの岩で殺し、ゼエ

ブをゼエブのぶどうの踏み場で殺した。こうしてエフライム人はミディアン人を追撃したが、

オレブとゼエブの首は、ヨルダン川の反対側にいたギデオンのところに持って行った。

第8章

1 エフライムの人々はギデオンに言った。「あなたは私たちに何ということをしたのか。ミディ

アン人と戦いに行くとき、私たちに呼びかけなかったとは。」こうして彼らはギデオンを激し

く責めた。

2 ギデオンは彼らに言った。「あなたがたに比べて、私が今、何をしたというのですか。アビエ

ゼルのぶどうの収穫よりも、エフライムの取り残した実のほうが良かったではありませんか。

3 神はあなたがたの手にミディアン人の首長オレブとゼエブを渡されました。あなたがたに比べ

て、私が何をなし得たというのですか。」ギデオンがこのように話すと、彼らの怒りは和らい

だ。

4 それからギデオンは、彼に従う三百人とヨルダン川を渡った。彼らは疲れていたが、追撃を続

けた。

5 彼はスコテの人々に言った。「どうか、私について来た兵に円形パンを下さい。彼らは疲れて

いるからです。私はミディアン人の王ゼバフとツァルムナを追っているのです。」

6 すると、スコテの首長たちは言った。「おまえは今、ゼバフとツァルムナの手首を手にしてい

るのか。われわれがおまえの部隊にパンを与えなければならないとは。」

7 ギデオンは言った。「そういうことなら、主が私の手にゼバフとツァルムナを渡されるとき、

私は荒野の茨やとげで、おまえのからだを打ちのめす。」

8 ギデオンはそこからペヌエルに上って行き、同じように彼らに話した。すると、ペヌエルの

人々もスコテの人々と同じように彼らに答えた。

9 そこでギデオンはまたペヌエルの人々に言った。「私が無事に帰って来たら、このやぐらを打

ち壊す。」

10 ゼバフとツァルムナはカルコルにいたが、約一万五千人からなる陣営の者もともにいた。これ

は東方の民の陣営全体のうち、生き残った者のすべてであった。剣を使う者十二万人が、すで

に倒されていた。

11 そこでギデオンは、ノバフとヨグボハの東の、天幕に住む人々の道を上って行き、陣営を討っ

た。陣営は安心しきっていた。

12 ゼバフとツァルムナは逃げたが、ギデオンは彼らの後を追った。彼は、ミディアンの二人の王

ゼバフとツァルムナを捕らえ、その全陣営を震え上がらせた。

13 こうして、ヨアシュの子ギデオンは、ヘレスの坂道を通って戦いから帰って来た。

14 彼はスコテの人々の中から一人の若者を捕らえて尋問した。すると、その若者はギデオンのた

めに、スコテの首長たちと七十七人の長老たちの名を書いた。

15 ギデオンはスコテの人々のところに行き、そして言った。「見よ、ゼバフとツァルムナを。彼

らは、おまえたちが私をそしって、『おまえは、今、ゼバフとツァルムナの手首を手にしてい

るのか。おまえに従う疲れた者たちに、われわれがパンを与えなければならないとは』と言っ

たあの者たちだ。」



16 ギデオンはその町の長老たちを捕らえ、また荒野の茨やとげを取って、それでスコテの人々に

思い知らせた。

17 また彼はペヌエルのやぐらを打ち壊して、町の人々を殺した。

18 それから、ギデオンはゼバフとツァルムナに言った。「おまえたちがタボルで殺した者たちは

どんな人たちだったか。」彼らは答えた。「彼らはあなたによく似ていました。どの人も王子

のような姿でした。」

19 ギデオンは言った。「私の兄弟、私の母の息子たちだ。主は生きておられる。おまえたちが彼

らを生かしておいてくれたなら、私はおまえたちを殺しはしなかったのだが。」

20 そしてギデオンは自分の長男エテルに「立って、彼らを殺しなさい」と言ったが、若者は自分

の剣を抜かなかった。彼はまだ若く、恐ろしかったからである。

21 そこで、ゼバフとツァルムナは言った。「あなたが立って、私たちに討ちかかりなさい。人の

勇気はそれぞれ違うのだから。」ギデオンは立って、ゼバフとツァルムナを殺し、彼らのらく

だの首に掛けてあった三日月形の飾りを取った。

22 イスラエル人はギデオンに言った。「あなたも、あなたの子も、あなたの孫も、私たちを治め

てください。あなたが私たちをミディアン人の手から救ったのですから。」

23 しかしギデオンは彼らに言った。「私はあなたがたを治めません。また、私の息子も治めませ

ん。主があなたがたを治められます。」

24 ギデオンはまた彼らに言った。「あなたがたに一つお願いしたい。各自の分捕り物の耳輪を私

に下さい。」殺された者たちはイシュマエル人で、金の耳輪をつけていた。

25 彼らは「もちろん差し上げます」と答えて、上着を広げ、各自がその分捕り物の耳輪をその中

に投げ込んだ。

26 ギデオンが求めた金の耳輪の重さは、金千七百シェケルであった。このほかに、三日月形の飾

りや、耳飾りや、ミディアンの王たちの着ていた赤紫の衣、またほかに、彼らのらくだの首に

掛けてあった首飾りなどもあった。

27 ギデオンは、それでエポデを一つ作り、彼の町オフラにそれを置いた。イスラエルはみなそれ

を慕って、そこで淫行を行った。それはギデオンとその一族にとって罠となった。

28 こうしてミディアン人はイスラエル人の前に屈服させられ、二度とその頭を上げなかった。国

はギデオンの時代、四十年の間、穏やかであった。

29 ヨアシュの子エルバアルは帰り、自分の家に住んだ。

30 ギデオンには彼の腰から生まれ出た息子が七十人いた。彼には大勢の妻がいたからである。

31 シェケムにいた側女もまた、彼に一人の男の子を産んだ。そこでギデオンはアビメレクという

名をつけた。

32 ヨアシュの子ギデオンは幸せな晩年を過ごして死に、アビエゼル人のオフラにある父ヨアシュ

の墓に葬られた。

33 ギデオンが死ぬと、イスラエルの子らはすぐに元に戻り、もろもろのバアルを慕って淫行を行

い、バアル・ベリテを自分たちの神とした。

34 イスラエルの子らは、周囲のすべての敵の手から救い出してくださった彼らの神、主を、心に

留めなかった。

35 彼らは、エルバアル、すなわちギデオンがイスラエルのために尽くしたあらゆる善意にふさわ

しい誠意を、彼の家族に対して尽くさなかった。



第9章

1 さて、エルバアルの子アビメレクは、シェケムにいる母の身内の者たちのところに行き、彼ら

と母の一族の氏族全員に告げて言った。

2 「どうかシェケムのすべての住民の耳に告げてください。『あなたがたにとって、エルバアル

の息子七十人全員であなたがたを治めるのと、ただ一人があなたがたを治めるのとでは、どち

らがよいか。私があなたがたの骨肉であることを思い起こすがよい』と。」

3 アビメレクの母の身内の者たちが、彼の代わりに、これらのことをみな、シェケムのすべての

住民の耳に告げたとき、彼らの心はアビメレクに傾いた。彼らが「彼は私たちの身内の者だ」

と思ったからである。

4 彼らは、バアル・ベリテの神殿から銀七十シェケルを取り出して彼に与えた。アビメレクはそ

れで、粗暴なならず者たちを雇った。彼らはアビメレクに従った。

5 アビメレクはオフラにある彼の父の家に行って、自分の兄弟であるエルバアルの息子たち七十

人を一つの石の上で殺した。しかし、エルバアルの末の子ヨタムは隠れていたので生き残っ

た。

6 シェケムのすべての住民とベテ・ミロのすべての人々は集まり、行って、シェケムにある石柱

のそばの樫の木の傍らで、アビメレクを王とした。

7 このことがヨタムに告げられたとき、彼は行って、ゲリジム山の頂上に立ち、声を張り上げ、

彼らに叫んだ。「私に聞け、シェケムの人々よ。そうすれば神はあなたがたに耳を傾けてくだ

さる。

8 木々が出かけて行って、自分たちの上に王を立てて油を注ごうとした。木々はオリーブの木に

言った。『私たちの王となってください。』

9 すると、オリーブの木は彼らに言った。『私は、神と人をあがめるために使われる私の油を捨

て置いて、木々の上にそよぐために行かなければならないのだろうか。』

10 木々はいちじくの木に言った。『あなたが来て、私たちの王となってください。』

11 しかし、いちじくの木は彼らに言った。『私は、私の甘みと良い実を捨て置いて、木々の上に

そよぐために行かなければならないのだろうか。』

12 木々はぶどうの木に言った。『あなたが来て、私たちの王となってください。』

13 しかし、ぶどうの木は彼らに言った。『私は、神と人を喜ばせる私の新しいぶどう酒を捨て置

いて、木々の上にそよぐために行かなければならないのだろうか。』

14 そこで、すべての木が茨に言った。『あなたが来て、私たちの王となってください。』

15 茨は木々に言った。『もしあなたがたが誠意をもって私に油を注ぎ、あなたがたの王とするな

ら、来て、私の陰に身を避けよ。もしそうでなければ、茨から火が出て、レバノンの杉の木を

焼き尽くすだろう。』

16 今、あなたがたは誠意と真心をもって行動して、アビメレクを王にしたのか。あなたがたはエ

ルバアルとその家族に良くして、彼の手柄に報いたのか。

17 私の父は、あなたがたのために戦い、自分のいのちをかけて、あなたがたをミディアン人の手

から助け出したのだ。

18 しかし、あなたがたは今日、私の父の家に背いて立ち上がり、その息子たち七十人を一つの石

の上で殺し、また、あなたがたの身内の者だからというので、女奴隷の子アビメレクをシェケ

ムの住民たちの上に王として立てた。



19 もしあなたがたが、今日、エルバアルとその家族に対して誠意と真心をもって行動したのな

ら、あなたがたはアビメレクによって喜ぶがよい。彼も、あなたがたによって喜ぶがよい。

20 もしそうでなかったなら、アビメレクから火が出て、シェケムの住民とベテ・ミロを焼き尽く

し、シェケムの住民とベテ・ミロからも火が出て、アビメレクを焼き尽くすだろう。」

21 それから、ヨタムは逃げ去ってベエルに行き、兄弟アビメレクの顔を避けてそこに住んだ。

22 アビメレクは三年間、イスラエルを支配した。

23 神は、わざわいの霊をアビメレクとシェケムの住民の間に送られたので、シェケムの住民たち

はアビメレクを裏切った。

24 こうして、エルバアルの七十人の息子たちに対する暴虐への報いが現れ、彼らの血が、彼らを

殺した兄弟アビメレクと、アビメレクに手を貸してその兄弟たちを殺したシェケムの住民たち

の上に降りかかった。

25 シェケムの住民たちは、アビメレクを待ち伏せする者たちを山々の頂上に置き、また道を通り

過ぎるすべての者から略奪した。やがて、このことがアビメレクに告げられた。

26 エベデの子ガアルとその身内の者たちが来て、シェケムを通りかかったとき、シェケムの住民

たちは彼を信用した。

27 住民たちは畑に出て行って、ぶどうを収穫して踏み、祭りを催して自分たちの神の宮に入って

行き、食べたり飲んだりしてアビメレクをののしった。

28 そのとき、エベデの子ガアルは言った。「アビメレクとは何者か。シェケムとは何者か。われ

われが彼に仕えなければならないとは。彼はエルバアルの子、ゼブルは彼に仕える者ではない

か。シェケムの父ハモルの人々に仕えよ。なぜわれわれはアビメレクに仕えなければならない

のか。

29 だれか、この兵を私の手に与えてくれないものか。そうすれば、私はアビメレクを追い出すの

だが。」彼はアビメレクに「おまえの軍勢を増やして、出て来い」と言った。

30 この町の長ゼブルは、エベデの子ガアルの言ったことを聞いて怒りを燃やし、

31 ひそかにアビメレクのところに使者を遣わして言った。「今、エベデの子ガアルとその身内の

者たちがシェケムに来ています。なんと、彼らは町をあなたに背かせようとしています。

32 今、あなたとあなたとともにいる兵が、夜のうちに立って、野で待ち伏せし、

33 朝早く、太陽が昇るころ、町に襲いかかるようにしてください。すると、ガアルと、彼ととも

にいる兵があなたに向かって出て来るでしょう。あなたは手当たり次第、彼らを攻撃すること

ができます。」

34 そこで、アビメレクと、彼とともにいた兵はみな、夜のうちに立って、四隊に分かれてシェケ

ムに向かって待ち伏せた。

35 エベデの子ガアルが出て来て、町の門の入り口に立ったとき、アビメレクと、彼とともにいた

兵は、待ち伏せしていたところから立ち上がった。

36 ガアルはその兵を見て、ゼブルに言った。「見よ、兵が山々の頂から下りて来る。」ゼブルは

彼に言った。「あなたには、山々の影が人のように見えるのです。」

37 ガアルはまた続けて言った。「見よ、兵がこの地の一番高いところから下りて来る。さらに一

隊がメオンニムの樫の木の方から来る。」

38 ゼブルは彼に言った。「『アビメレクとは何者か。われわれが彼に仕えなければならないと

は』と言ったあなたの口は、いったいどこにあるのですか。あなたが見くびっていたのは、こ



の兵ではありませんか。さあ今、出て行って、彼と戦いなさい。」

39 そこで、ガアルはシェケムの住民たちの先頭に立って出て行き、アビメレクと戦った。

40 アビメレクが彼を追ったので、ガアルは彼の前から逃げた。多くの者が刺し殺されて倒れ、門

の入り口にまで及んだ。

41 アビメレクはアルマにとどまったが、ゼブルは、ガアルとその身内の者たちを追い払って、彼

らをシェケムにとどまらせなかった。

42 翌日、兵が野に出て行くと、そのことがアビメレクに告げられた。

43 そこで、アビメレクは自分の兵を引き連れ、三隊に分けて、野で待ち伏せた。彼が見ている

と、見よ、兵が町から出て来た。そこで彼は立ち上がって彼らを討った。

44 アビメレクと、彼とともにいた一隊は町に襲いかかって、その門の入り口に立った。一方、残

りの二隊は野にいたすべての者を襲って打ち殺した。

45 アビメレクは、その日一日中、町を攻め、この町を占領して、その中の民を殺した。彼は町を

破壊して、そこに塩をまいた。

46 シェケムのやぐらの住民たちはみな、これを聞いてエル・ベリテの神殿の地下室に入った。

47 シェケムのやぐらの住民たち全員が集まったことがアビメレクに告げられたとき、

48 アビメレクは、自分とともにいた兵全員とツァルモン山に登った。アビメレクは手に斧を取っ

て木の枝を切り、これを持ち上げて自分の肩に担ぎ、ともにいる兵に言った。「あなたがたは

私が何をしたかを見ただろう。急いで私と同じようにしなさい。」

49 そこで兵も、みなそれぞれ枝を切ってアビメレクについて行き、枝を地下室の上に置いて火を

つけ、地下室を焼いた。こうしてシェケムのやぐらの者たち、男女約千人がみな死んだ。

50 それからアビメレクはテベツに行き、テベツに向かって陣を敷いて、これを占領した。

51 この町の中に堅固なやぐらがあった。すべての男女、町の住民たち全員はそこへ逃げて立てこ

もり、やぐらの屋根に上った。

52 アビメレクはやぐらのところまで来て、これを攻め、やぐらの入り口に近づいて、これを火で

焼こうとした。

53 そのとき、一人の女がアビメレクの頭にひき臼の上石を投げつけて、彼の頭蓋骨を砕いた。

54 アビメレクは急いで、道具持ちの若者を呼んで言った。「おまえの剣を抜いて、私にとどめを

刺せ。女が殺したのだと私について人が言わないように。」若者が彼を刺したので、彼は死ん

だ。

55 イスラエル人はアビメレクが死んだのを見て、一人ひとり自分のところへ帰って行った。

56 こうして神は、アビメレクが兄弟七十人を殺して自分の父に行った、その悪の報いを彼に返さ

れた。

57 神はまた、シェケムの人々のすべての悪の報いを彼らの頭上に返された。エルバアルの子ヨタ

ムののろいが彼らに臨んだ。

第10章

1 アビメレクの後、イスラエルを救うために、イッサカル人、ドドの子プワの息子トラが立ち上

がった。彼はエフライムの山地にあるシャミルに住んでいた。

2 彼は二十三年間イスラエルをさばき、死んでシャミルに葬られた。



3 彼の後にギルアデ人ヤイルが立ち上がり、二十二年間イスラエルをさばいた。

4 彼には三十人の息子がいた。彼らは三十頭のろばに乗り、三十の町を持っていた。それらは今

日まで、ハボテ・ヤイルと呼ばれ、ギルアデの地にある。

5 ヤイルは死んでカモンに葬られた。

6 イスラエルの子らは再び、主の目に悪であることを行い、もろもろのバアルやアシュタロテ、

アラムの神々、シドンの神々、モアブの神々、アンモン人の神々、ペリシテ人の神々に仕え

た。こうして彼らは主を捨て、主に仕えなかった。

7 主の怒りはイスラエルに向かって燃え上がり、主は彼らをペリシテ人の手とアンモン人の手に

売り渡された。

8 彼らはその年、イスラエル人を打ち砕き、十八年の間、ヨルダンの川向こう、ギルアデにある

アモリ人の地にいたすべてのイスラエル人を虐げた。

9 アンモン人がヨルダン川を渡って、ユダ、ベニヤミン、およびエフライムの家と戦ったので、

イスラエルは大変な苦境に立たされた。

10 そのとき、イスラエルの子らは主に叫んだ。「私たちはあなたに罪を犯しました。私たちの神

を捨ててバアルの神々に仕えたのです。」

11 主はイスラエルの子らに言われた。「わたしは、かつてエジプト人、アモリ人、アンモン人、

ペリシテ人から、

12 また、シドン人、アマレク人、マオン人があなたがたを虐げてあなたがたがわたしに叫んだと

き、あなたがたを彼らの手から救ったではないか。

13 しかし、あなたがたはわたしを捨てて、ほかの神々に仕えた。だから、わたしはこれ以上あな

たがたを救わない。

14 行け。そして、あなたがたが選んだ神々に叫べ。あなたがたの苦しみの時には、彼らが救って

くれるだろう。」

15 イスラエルの子らは主に言った。「私たちは罪を犯しました。あなたが良いと思われるように

何でも私たちにしてください。ただ、どうか今日、私たちを救い出してください。」

16 彼らが自分たちのうちから異国の神々を取り去って主に仕えたので、主はイスラエルの苦痛を

見るに忍びなくなられた。

17 このころ、アンモン人が呼び集められて、ギルアデに陣を敷いた。一方、イスラエル人も集ま

って、ミツパに陣を敷いた。

18 ギルアデの民や、その首長たちは互いに言い合った。「アンモン人と戦いを始める者はだれ

か。その人がギルアデの住民すべてのかしらとなるのだ。」

第11章

1 さて、ギルアデ人エフタは勇士であったが、彼は遊女の子であった。エフタの父親はギルアデ

であった。

2 ギルアデの妻も、男の子たちを産んだ。この妻の子どもたちが成長したとき、彼らはエフタを

追い出して、彼に言った。「あなたはほかの女の息子だから、私たちの父の家を継いではなら

ない。」

3 そこで、エフタは兄弟たちのところから逃げて行き、トブの地に住んだ。エフタのもとには、

ならず者が集まっていて、彼と一緒に出入りしていた。



4 それからしばらくして、アンモン人がイスラエルに戦争を仕掛けてきた。

5 アンモン人がイスラエルに戦争を仕掛けてきたとき、ギルアデの長老たちはトブの地からエフ

タを連れ戻そうと出かけて行き、

6 エフタに言った。「来て、私たちの首領になってください。そしてアンモン人と戦いましょ

う。」

7 エフタはギルアデの長老たちに言った。「あなたがたは私を憎んで、父の家から追い出したで

はないか。苦しみにあったからといって、今なぜ私のところにやって来るのか。」

8 すると、ギルアデの長老たちはエフタに言った。「だからこそ、今、私たちはあなたのところ

に戻って来たのです。あなたは私たちと一緒に行き、アンモン人と戦って、私たちギルアデの

住民すべてのかしらになってください。」

9 エフタはギルアデの長老たちに言った。「もしあなたがたが私を連れ戻してアンモン人と戦わ

せ、主が彼らを私に渡してくださったなら、私はあなたがたのかしらとなろう。」

10 ギルアデの長老たちはエフタに言った。「主が私たちの間の証人となられます。私たちは必ず

あなたの言われるとおりにします。」

11 エフタがギルアデの長老たちと一緒に行き、民が彼を自分たちのかしらとし、首領としたと

き、エフタは自分が言ったことをみな、ミツパで主の前に告げた。

12 エフタはアンモン人の王に使者たちを遣わして言った。「あなたは私とどういう関わりがある

のですか。私のところに攻めて来て、この国と戦おうとするとは。」

13 すると、アンモン人の王はエフタの使者たちに答えた。「イスラエルがエジプトから上って来

たとき、アルノン川からヤボク川、それにヨルダン川に至るまでの私の土地を取ったからだ。

今、これらの地を穏やかに返しなさい。」

14 エフタは再びアンモン人の王に使者たちを遣わして、

15 こう言った。「エフタはこう言う。 イスラエルはモアブの地も、アンモン人の地も取っては

いない。

16 イスラエルはエジプトから上って来たとき、荒野を通って葦の海まで歩き、それからカデシュ

まで来た。

17 そこでイスラエルはエドムの王に使者たちを遣わして言った。『どうか、あなたの国を通らせ

てください』と。ところが、エドムの王は聞き入れなかった。同様にモアブの王にも使者たち

を遣わしたが、彼も受け入れなかったので、イスラエルはカデシュにとどまった。

18 それから荒野を行き、エドムの地とモアブの地を迂回し、モアブの地の東まで来て、アルノン

川の対岸に宿営した。しかし、モアブの領土には入らなかった。アルノンはモアブの国境だっ

たからだ。

19 そこでイスラエルは、ヘシュボンの王で、アモリ人の王シホンに使者たちを遣わして言った。

『どうか、あなたの国を通らせて、目的地に行かせてください』と。

20 しかし、シホンはイスラエルを信用せず、その領土を通らせなかったばかりか、兵をみな集め

てヤハツに陣を敷き、イスラエルと戦った。

21 イスラエルの神、主が、シホンとその兵全員をイスラエルの手に渡されたので、イスラエルは

彼らを打ち破った。そしてイスラエルは、その地方に住んでいたアモリ人の全地を占領した。

22 こうしてイスラエルは、アルノン川からヤボク川まで、および荒野からヨルダン川までのアモ

リ人の全領土を占領したのだ。



23 今すでに、イスラエルの神、主が、ご自分の民イスラエルの前からアモリ人を追い払われたと

いうのに、あなたはその地を取ろうとしている。

24 あなたは、あなたの神ケモシュがあなたに占領させようとする地を占領しないのか。私たち

は、私たちの神、主が、私たちの前から追い払ってくださる者の土地をみな占領するのだ。

25 今、あなたはモアブの王ツィポルの子バラクよりもまさっているだろうか。彼はイスラエルと

争ったり、戦ったりしたことがあったか。

26 イスラエルが、ヘシュボンとそれに属する村々、アロエルとそれに属する村々、アルノン川の

川岸のすべての町に三百年間住んでいたのに、なぜあなたがたは、その間にそれを取り戻さな

かったのか。

27 私はあなたに罪を犯していないのに、あなたは私に戦いを挑んで、私に害を加えようとしてい

る。審判者であられる主が、今日、イスラエル人とアンモン人の間をさばいてくださるよう

に。」

28 しかし、アンモン人の王はエフタが送ったことばを聞き入れなかった。

29 主の霊がエフタの上に下ったとき、彼はギルアデとマナセを通り、ギルアデのミツパを経て、

そしてギルアデのミツパからアンモン人のところへ進んで行った。

30 エフタは主に誓願を立てて言った。「もしあなたが確かにアンモン人を私の手に与えてくださ

るなら、

31 私がアンモン人のところから無事に帰って来たとき、私の家の戸口から私を迎えに出て来る者

を主のものといたします。私はその人を全焼のささげ物として献げます。」

32 こうして、エフタはアンモン人のところに進んで行き、彼らと戦った。主は彼らをエフタの手

に渡された。

33 彼はアロエルからミニテに至るまでの二十の町、またアベル・ケラミムに至るまでを非常に激

しく討ったので、アンモン人はイスラエル人に屈服した。

34 エフタがミツパの自分の家に帰ると、なんと、自分の娘がタンバリンを鳴らし、踊りながら迎

えに出て来ているではないか。彼女はひとり子で、エフタには彼女のほかに、息子も娘もなか

った。

35 エフタは彼女を見るや、自分の衣を引き裂いて言った。「ああ、私の娘よ、おまえは本当に私

を打ちのめしてしまった。おまえは私を苦しめる者となった。私は主に向かって口を開いたの

だから、もう取り消すことはできないのだ。」

36 すると、娘は父に言った。「お父様、あなたは主に対して口を開かれたのです。口に出された

とおりのことを私にしてください。主があなたのために、あなたの敵アンモン人に復讐なさっ

たのですから。」

37 娘は父に言った。「このように私にさせてください。私に二か月の猶予を下さい。私は山々を

さまよい歩き、自分が処女であることを友だちと泣き悲しみたいのです。」

38 エフタは、「行きなさい」と言って、娘を二か月の間、出してやったので、彼女は友だちと一

緒に行き、山々の上で自分が処女であることを泣き悲しんだ。

39 二か月が終わって、娘は父のところに帰って来たので、父は誓った誓願どおりに彼女に行っ

た。彼女はついに男を知らなかった。イスラエルではしきたりができて、

40 年ごとに四日間、イスラエルの娘たちは出て行って、ギルアデ人エフタの娘のために嘆きの歌

を歌うのであった。



第12章

1 エフライム人が集まってツァフォンへ進んだとき、彼らはエフタに言った。「なぜ、あなたは

進んで行ってアンモン人と戦ったとき、一緒に行くように私たちに呼びかけなかったのか。あ

なたの家をあなたもろとも火で焼き払おう。」

2 エフタは彼らに言った。「かつて、私と私の民がアンモン人と激しく争ったとき、私はあなた

がたに助けを求めたが、あなたがたは彼らの手から私を救ってくれなかった。

3 あなたがたが救ってくれないことが分かったので、私はいのちをかけてアンモン人のところへ

進んで行った。そのとき、主は彼らを私の手に渡されたのだ。なぜ、あなたがたは今日になっ

て、私のところに上って来て、私と戦おうとするのか。」

4 エフタはギルアデの人々をみな集めてエフライムと戦った。ギルアデの人々はエフライムを打

ち破った。これは、エフライムが「あなたがたはエフライムからの逃亡者だ。ギルアデ人はエ

フライムとマナセのうちにいるべきだ」と言ったからである。

5 ギルアデ人はさらに、エフライムに面するヨルダン川の渡し場を攻め取った。エフライムの逃

亡者が「渡らせてくれ」と言うとき、ギルアデの人々はその人に、「あなたはエフライム人

か」と尋ね、その人が「そうではない」と答えると、

6 その人に、「『シボレテ』と言え」と言い、その人が「スィボレテ」と言って、正しく発音で

きないと、その人を捕まえてヨルダン川の渡し場で殺した。こうしてそのとき、四万二千人の

エフライム人が倒れた。

7 エフタはイスラエルを六年間さばいた。ギルアデ人エフタは死んで、ギルアデの町に葬られ

た。

8 彼の後に、ベツレヘム出身のイブツァンがイスラエルをさばいた。

9 彼には三十人の息子がいた。また、彼は三十人の娘を自分の氏族以外の者に嫁がせ、息子たち

のために、よそから三十人の娘たちを妻に迎えた。彼は七年間イスラエルをさばいた。

10 イブツァンは死んで、ベツレヘムに葬られた。

11 彼の後に、ゼブルン人エロンがイスラエルをさばいた。彼は十年間イスラエルをさばいた。

12 ゼブルン人エロンは死んで、ゼブルンの地アヤロンに葬られた。

13 彼の後に、ピルアトン人ヒレルの子アブドンがイスラエルをさばいた。

14 彼には四十人の息子と三十人の孫がいて、七十頭のろばに乗っていた。彼は八年間イスラエル

をさばいた。

15 ピルアトン人ヒレルの子アブドンは死んで、アマレク人の山地にあるエフライムの地ピルアト

ンに葬られた。

第13章

1 イスラエルの子らは、主の目に悪であることを重ねて行った。そこで主は四十年間、彼らをペ

リシテ人の手に渡された。

2 さて、ダンの氏族に属するツォルア出身の一人の人がいて、名をマノアといった。彼の妻は不

妊で、子を産んだことがなかった。

3 主の使いがその女に現れて、彼女に言った。「見よ。あなたは不妊で、子を産んだことがな

い。しかし、あなたは身ごもって男の子を産む。



4 今後あなたは気をつけよ。ぶどう酒や強い酒を飲んではならない。汚れた物をいっさい食べて

はならない。

5 見よ。あなたは身ごもって男の子を産む。その子の頭にかみそりを当ててはならない。その子

は胎内にいるときから、神に献げられたナジル人だから。彼はイスラエルをペリシテ人の手か

ら救い始める。」

6 その女は夫のところに行き、次のように言った。「神の人が私のところに来られました。その

姿は神の使いのようで、たいへん恐ろしいものでした。私はその方がどちらから来られたか伺

いませんでした。その方も私に名をお告げになりませんでした。

7 けれども、その方は私に言われました。『見よ。あなたは身ごもって男の子を産む。今後、ぶ

どう酒や強い酒を飲んではならない。汚れた物をいっさい食べてはならない。その子は胎内に

いるときから死ぬ日まで、神に献げられたナジル人だから』と。」

8 そこで、マノアは主に願って言った。「ああ、主よ。どうか、あなたが遣わされたあの神の人

を再び私たちのところに来させ、生まれてくる子に何をすればよいか教えてください。」

9 神はマノアの声を聞き入れられた。それで神の使いが再びこの女のところに来た。彼女は畑に

座っていて、夫マノアは彼女と一緒にはいなかった。

10 この女は急いで走って行き、夫に告げた。「早く来てください。あの日、私のところに来られ

たあの方が、また私に現れました。」

11 マノアは立ち上がって妻の後について行き、その人のところに行って尋ねた。「この女にお話

しになった方はあなたなのですか。」その人は言った。「わたしだ。」

12 マノアは言った。「今にも、あなたのおことばは実現するでしょう。その子のための定めと慣

わしはどのようなものでしょうか。」

13 主の使いはマノアに言った。「わたしがこの女に言ったすべてのことに気をつけなければなら

ない。

14 ぶどうからできる物はいっさい食べてはならない。ぶどう酒や、強い酒も飲んではならない。

汚れた物はいっさい食べてはならない。わたしが彼女に命じたことはみな守らなければならな

い。」

15 マノアは主の使いに言った。「私たちにあなたをお引き止めできるでしょうか。あなたのため

に子やぎを料理したいのですが。」

16 主の使いはマノアに言った。「たとえ、あなたがわたしを引き止めても、わたしはあなたの食

物は食べない。もし全焼のささげ物を献げたいなら、それは主に献げなさい。」マノアはその

方が主の使いであることを知らなかったのである。

17 そこで、マノアは主の使いに言った。「お名前は何とおっしゃいますか。あなたのおことばが

実現しましたら、私たちはあなたをほめたたえたいのです。」

18 主の使いは彼に言った。「なぜ、あなたはそれを聞くのか。わたしの名は不思議という。」

19 そこでマノアは、子やぎと穀物のささげ物を取り、それを岩の上で主に献げた。主のなさる不

思議なことを、マノアとその妻は見ていた。

20 炎が祭壇から天に向かって上ったとき、主の使いは祭壇の炎の中を上って行った。マノアとそ

の妻はそれを見て、地にひれ伏した。

21 主の使いは再びマノアとその妻に現れることはなかった。そのときマノアは、その人が主の使

いであったことを知った。



22 マノアは妻に言った。「私たちは必ず死ぬ。神を見たのだから。」

23 妻は彼に言った。「もし私たちを殺そうと思われたのなら、主は私たちの手から、全焼のささ

げ物と穀物のささげ物をお受けにならなかったでしょう。また、これらのことをみな、私たち

にお示しにならなかったでしょうし、今しがた、こうしたことを私たちにお告げにならなかっ

たはずです。」

24 この女は男の子を産み、その子をサムソンと名づけた。その子は大きくなり、主は彼を祝福さ

れた。

25 主の霊は、ツォルアとエシュタオルの間の、マハネ・ダンで彼を揺り動かし始めた。

第14章

1 サムソンは、ティムナに下って行ったとき、ペリシテ人の娘で、ティムナにいる一人の女を見

た。

2 彼は上って行って、父と母に告げた。「私はティムナで一人の女を見ました。ペリシテ人の娘

です。今、彼女を私の妻に迎えてください。」

3 父と母は言った。「あなたの身内の娘たちの中に、また、私の民全体の中に、女が一人もいな

いとでも言うのか。無割礼のペリシテ人から妻を迎えるとは。」サムソンは父に言った。「彼

女を私の妻に迎えてください。彼女が気に入ったのです。」

4 彼の父と母は、それが主によることだとは知らなかった。主は、ペリシテ人と事を起こす機会

を求めておられたのである。そのころ、ペリシテ人がイスラエルを支配していた。

5 サムソンは彼の父と母とともにティムナに下り、ティムナのぶどう畑にやって来た。すると見

よ、一頭の若い獅子が吼えたけりながら彼に向かって来た。

6 このとき、主の霊が激しく彼の上に下ったので、彼はまるで子やぎを引き裂くように、何も手

に持たず獅子を引き裂いた。サムソンは自分がしたことを父にも母にも告げなかった。

7 サムソンは下って行って、その女と話した。サムソンは彼女が気に入った。

8 しばらくたってから、サムソンは彼女を妻にしようと戻って行った。あの獅子の死骸を見よう

と、脇道に入って行くと、なんと、獅子のからだに蜜蜂の群れがいて、蜜があった。

9 彼はそれを両手にかき集めて、歩きながら食べた。彼は自分の父母のところに行って、それを

彼らに与えたので、彼らも食べた。その蜜を獅子のからだからかき集めたことは、彼らには告

げなかった。

10 彼の父がその女のところに下って来たとき、サムソンはそこで祝宴を催した。若い男たちはそ

のようにするのが常だった。

11 人々はサムソンを見て、客を三十人連れて来た。彼らはサムソンに付き添った。

12 サムソンは彼らに言った。「さあ、あなたがたに一つの謎をかけよう。もし、あなたがたが七

日の祝宴の間に、それを見事に私に解き明かし、答えを見つけることができたなら、あなたが

たに亜麻布三十着と晴れ着三十着を差し上げよう。

13 もし、それを解き明かすことができなければ、あなたがたが私に、亜麻布の衣服三十着と晴れ

着三十着を差し出すことにしよう。」彼らは言った。「謎をかけなさい。われわれは聞こ

う。」

14 そこで、サムソンは彼らに言った。 「食らうものから食べ物が出た。 強いものから甘い物が

出た。」 彼らは三日たっても、その謎を解き明かすことができなかった。



15 七日目になって、彼らはサムソンの妻に言った。「おまえの夫を口説いて、あの謎をわれわれ

に明かしなさい。そうしないと、火でおまえとおまえの父の家を焼き払ってしまうぞ。おまえ

たちはわれわれからはぎ取ろうとして招待したのか。そうではないだろう。」

16 そこで、サムソンの妻は夫に泣きすがって言った。「あなたは私を嫌ってばかりいて、私を愛

してくださいません。あなたは私の同族の人たちに謎をかけて、それを私に明かしてください

ません。」サムソンは彼女に言った。「見なさい。私は父にも母にもそれを解き明かしてはい

ないのだ。おまえに解き明かさなければならないのか。」

17 彼女は祝宴が続いていた七日間、サムソンに泣きすがった。七日目になって、彼女がしきりに

せがんだので、サムソンは彼女に明かした。それで、彼女はその謎を自分の同族の人たちに明

かした。

18 町の人々は、七日目の日が沈む前にサムソンに言った。 「蜂蜜よりも甘いものは何か。 雄獅

子よりも強いものは何か。」 すると、サムソンは彼らに言った。 「もし、私の雌の子牛で耕

さなかったなら、 あなたがたは私の謎を解けなかっただろうに。」

19 そのとき、主の霊が激しくサムソンの上に下った。彼はアシュケロンに下って行って、そこの

住民を三十人打ち殺し、彼らからはぎ取って、謎を明かした者たちにその晴れ着をやり、怒り

に燃えて父の家に帰った。

20 サムソンの妻は、彼に付き添った客の一人のものとなった。

第15章

1 しばらくたって、小麦の刈り入れの時に、サムソンは子やぎを一匹持って自分の妻を訪ね、

「私の妻の部屋に入りたい」と言ったが、彼女の父は入らせなかった。

2 彼女の父は言った。「私は、あなたがあの娘を嫌ったのだと思って、あなたの客の一人に与え

た。妹のほうがきれいではないか。あれの代わりに妹をあなたのものにしてくれ。」

3 サムソンは彼らに言った。「今度、私がペリシテ人に害を加えても、私は潔白だ。」

4 それからサムソンは出て行って、ジャッカルを三百匹捕らえた。そして、たいまつを取り、尾

と尾をつなぎ合わせて、二本の尾の間にそれぞれ一本のたいまつをくくり付けた。

5 彼はそのたいまつに火をつけ、それらのジャッカルをペリシテ人の麦畑の中に放し、束ねて積

んである麦から、立ち穂、オリーブ畑に至るまで燃やした。

6 ペリシテ人たちは言った。「だれがこんなことをしたのか。」すると彼らは「あのティムナ人

の婿サムソンだ。あの人が彼の妻を取り上げて、客の一人にやったからだ」と言った。ペリシ

テ人は上って来て、彼女とその父を火で焼いた。

7 サムソンは彼らに言った。「おまえたちがこういうことをするなら、私は必ずおまえたちに復

讐する。その後で、私は手を引こう。」

8 サムソンは彼らの足腰を打って、大きな打撃を与えた。それから、彼は下って行って、エタム

の岩の裂け目に住んだ。

9 ペリシテ人が上って来て、ユダに向かって陣を敷き、レヒを侵略したとき、

10 ユダの人々は言った。「なぜおまえたちは、私たちを攻めに上って来たのか。」彼らは言っ

た。「われわれはサムソンを縛って、彼がわれわれにしたように、彼にもしてやるために上っ

て来たのだ。」



11 そこで、ユダの人々三千人がエタムの岩の裂け目に下って行って、サムソンに言った。「おま

えは、ペリシテ人がわれわれの支配者であることを知らないのか。おまえはどうしてこんなこ

とをしてくれたのか。」サムソンは言った。「彼らが私にしたとおり、私は彼らにしたの

だ。」

12 彼らはサムソンに言った。「われわれはおまえを縛って、ペリシテ人の手に渡すために下って

来たのだ。」サムソンは言った。「あなたがたは私に討ちかからないと誓いなさい。」

13 彼らは答えた。「決してしない。ただおまえをしっかり縛って、彼らの手に渡すだけだ。われ

われは決しておまえを殺さない。」こうして、彼らは二本の新しい綱で彼を縛り、その岩から

彼を引き上げた。

14 サムソンがレヒに来たとき、ペリシテ人は大声をあげて彼に近づいた。すると、主の霊が激し

く彼の上に下り、彼の腕に掛かっていた綱は火のついた亜麻糸のようになって、その縄目が手

から解け落ちた。

15 サムソンは真新しいろばのあご骨を見つけ、手を伸ばして取り、それで千人を打ち殺した。

16 サムソンは言った。 「ろばのあご骨で、山と積み上げた。 ろばのあご骨で、千人を打ち殺し

た。」

17 こう言い終わると、彼はそのあご骨を投げ捨てた。彼はその場所を、ラマテ・レヒと名づけ

た。

18 そのとき、彼はひどく渇きを覚え、主を呼び求めて言った。「あなたは、しもべの手で、この

大きな救いを与えてくださいました。しかし今、私は喉が渇いて死にそうで、無割礼の者ども

の手に落ちようとしています。」

19 すると、神はレヒにあるくぼんだ地を裂かれたので、そこから水が出た。サムソンは水を飲ん

で元気を回復し、生き返った。それゆえ、その名はエン・ハ・コレと呼ばれた。それは今日も

レヒにある。

20 こうして、サムソンはペリシテ人の時代に二十年間イスラエルをさばいた。

第16章

1 サムソンはガザへ行き、そこで遊女を見つけて、彼女のところに入った。

2 「サムソンがここにやって来た」と、ガザの人々に告げる者があったので、彼らはそこを取り

囲み、町の門で一晩中、彼を待ち伏せた。彼らは「明け方まで待ち、彼を殺そう」と言って、

一晩中鳴りを潜めていた。

3 サムソンは真夜中まで寝ていたが、真夜中に起き上がり、町の門の扉と二本の門柱をつかん

で、かんぬきごと引き抜き、それを肩に担いで、ヘブロンに面する山の頂に運んで行った。

4 その後、サムソンは、ソレクの谷にいる女を愛した。彼女の名はデリラといった。

5 ペリシテ人の領主たちが彼女のところに来て、言った。「サムソンを口説いて、彼の強い力が

どこにあるのか、またどうしたら私たちが彼に勝ち、縛り上げて苦しめることができるかを調

べなさい。そうすれば、私たちは一人ひとり、あなたに銀千百枚をあげよう。」

6 そこで、デリラはサムソンに言った。「どうか私に教えてください。あなたの強い力はどこに

あるのですか。どうすればあなたを縛って苦しめることができるのでしょうか。」

7 サムソンは言った。「もし、まだ干していない七本の新しい弓の弦で私を縛るなら、私は弱く

なり、並みの人のようになるだろう。」



8 そこで、ペリシテ人の領主たちは、干していない七本の新しい弓の弦を彼女のところに持って

来たので、彼女はそれでサムソンを縛り上げた。

9 彼女は、待ち伏せる者を奥の部屋に置いておき、「サムソン、ペリシテ人があなたを襲って来

ます」と言った。しかし、サムソンはまるで麻の撚り糸が火に触れて切れるように、弓の弦を

断ち切った。こうして、彼の力の源は知られなかった。

10 デリラはサムソンに言った。「まあ、あなたは私をだまして噓をつきましたね。今度こそ、ど

うしたらあなたを縛れるか教えてください。」

11 サムソンは言った。「もし、仕事に使ったことのない新しい綱で、私をしっかり縛るなら、私

は弱くなり、並みの人のようになるだろう。」

12 そこで、デリラは新しい綱を取って、それで彼を縛り、「サムソン、ペリシテ人があなたを襲

って来ます」と言った。奥の部屋には待ち伏せしている者がいた。しかし、サムソンは腕から

その綱を、糸のように断ち切った。

13 デリラは、またサムソンに言った。「今まで、あなたは私をだまして噓をついてきました。ど

うしたらあなたを縛れるか、私に教えてください。」サムソンは、「もしおまえが機の経糸と

一緒に私の髪の毛七房を織り込み、機のおさで締めつけておくならば」と言った。

14 彼女は機のおさで締めつけて言った。「サムソン、ペリシテ人があなたを襲って来ます。」す

ると、サムソンは眠りから覚めて、機のおさと機の経糸を引き抜いた。

15 彼女はサムソンに言った。「あなたの心が私にはないのに、どうして『おまえを愛している』

と言えるのでしょう。あなたはこれで三回も私をだまして、あなたの強い力がどこにあるのか

教えてくださいませんでした。」

16 こうして、毎日彼女が同じことばでしきりにせがみ、責め立てたので、彼は死ぬほど辛かっ

た。

17 ついにサムソンは、自分の心をすべて彼女に明かして言った。「私の頭には、かみそりが当て

られたことがない。私は母の胎にいるときから神に献げられたナジル人だからだ。もし私の髪

の毛が剃り落とされたら、私の力は私から去り、私は弱くなって普通の人のようになるだろ

う。」

18 デリラは、サムソンが自分の心をすべて明かしたことが分かったので、こう言って、人を遣わ

し、ペリシテ人の領主たちを呼び寄せた。「今度こそ上って来てください。サムソンは心をす

べて私に明かしました。」ペリシテ人の領主たちは、彼女のところに上って来たとき、その手

に銀を持って来た。

19 彼女は膝の上でサムソンを眠らせ、人を呼んで彼の髪の毛七房を剃り落とさせた。彼女は彼を

苦しめ始め、彼の力は彼を離れた。

20 彼女が「サムソン、ペリシテ人があなたを襲って来ます」と言ったとき、彼は眠りから覚め

て、「今度も前のように出て行って、からだをひとゆすりしてやろう」と言った。彼は、主が

自分から離れられたことを知らなかった。

21 ペリシテ人は彼を捕らえ、その両目をえぐり出した。そして彼をガザに引き立てて行って、青

銅の足かせを掛けてつないだ。こうしてサムソンは牢の中で臼をひいていた。

22 しかし、サムソンの髪の毛は、剃り落とされてからまた伸び始めた。

23 さて、ペリシテ人の領主たちは、自分たちの神ダゴンに盛大ないけにえを献げて楽しもうと集

まり、そして言った。「われわれの神は、敵サムソンをわれわれの手に渡してくださった。」



24 民はサムソンを見たとき、自分たちの神をほめたたえて言った。「われわれの神は、われわれ

の敵を、われわれの手に渡してくださった。この国を荒らして、われわれ大勢を殺した者

を。」

25 彼らは上機嫌になったとき、「サムソンを呼んで来い。見せ物にしよう」と言って、サムソン

を牢から呼び出した。彼は彼らの前で笑いものになった。彼らがサムソンを柱の間に立たせた

とき、

26 サムソンは自分の手を固く握っている若者に言った。「私の手を放して、この神殿を支えてい

る柱にさわらせ、それに寄りかからせてくれ。」

27 神殿は男や女でいっぱいであった。ペリシテ人の領主たちもみなそこにいた。屋上にも約三千

人の男女がいて、見せ物にされたサムソンを見ていた。

28 サムソンは主を呼び求めて言った。「神、主よ、どうか私を心に留めてください。ああ神よ、

どうか、もう一度だけ私を強めてください。私の二つの目のために、一度にペリシテ人に復讐

したいのです。」

29 サムソンは、神殿を支えている二本の中柱を探り当て、一本に右手を、もう一本に左手を当て

て、それで自らを支えた。

30 サムソンは、「ペリシテ人と一緒に死のう」と言って、力を込めてそれを押し広げた。すると

神殿は、その中にいた領主たちとすべての民の上に落ちた。こうして、サムソンが死ぬときに

殺した者は、彼が生きている間に殺した者よりも多かった。

31 彼の身内の者や父の家の者たちがみな下って来て、彼を引き取り、ツォルアとエシュタオルの

間にある父マノアの墓に運び上げて葬った。サムソンは二十年間イスラエルをさばいた。

第17章

1 エフライムの山地の出で、その名をミカという人がいた。

2 彼は母に言った。「銀千百枚が盗まれたとき、あなたはのろいの誓いをされ、私の耳にもその

ことを言われました。実は、その銀は私が持っています。私がそれを盗んだのです。」すると

母は言った。「主が私の息子を祝福されますように。」

3 彼が母にその銀千百枚を返したとき、母は言った。「私は自分の手でその銀を聖別して、主に

献げていました。自分の子のために、それで彫像と鋳像を造ろうとしていたのです。今は、そ

れをあなたに返します。」

4 彼が母にその銀を戻したので、母は銀二百枚を取って銀細工人に与えた。銀細工人はそれで彫

像と鋳像を造った。こうして、それはミカの家にあった。

5 このミカという人には神の宮があった。彼はエポデとテラフィムを作り、その息子の一人を任

命して、自分の祭司としていた。

6 そのころ、イスラエルには王がなく、それぞれが自分の目に良いと見えることを行っていた。

7 ユダのベツレヘム出身で、ユダの氏族に属する一人の若者がいた。彼はレビ人で、そこに寄留

していた。

8 その人はユダの町ベツレヘムを出て、寄留する所を求めて旅を続け、エフライムの山地にある

ミカの家まで来たのだった。

9 ミカは彼に言った。「あなたはどこから来たのですか。」彼は答えた。「私はユダのベツレヘ

ムから来たレビ人です。私は寄留する所を求めて、旅をしているのです。」



10 そこでミカは言った。「私と一緒に住んで、私のために父となり、また祭司となってくださ

い。あなたに毎年、銀十枚と、衣服一そろいと、食糧を差し上げます。」するとこのレビ人は

同意した。

11 このレビ人は心を決めてミカと一緒に住むことにした。この若者はミカの息子の一人のように

なった。

12 ミカがこのレビ人を任命したので、この若者は彼の祭司となり、ミカの家にいた。

13 そこで、ミカは言った。「今、私は、主が私を幸せにしてくださることを知った。レビ人が私

の祭司になったのだから。」

第18章

1 そのころ、イスラエルには王がいなかった。ダン部族は、自分たちが住む相続地を求めてい

た。イスラエルの諸部族の中にあって、その時まで彼らには相続地が割り当てられていなかっ

たからであった。

2 そこでダン族は、彼らの諸氏族全体の中から五人の者を、ツォルアとエシュタオルから勇士た

ちを派遣し、土地を偵察して調べることにした。彼らは五人に言った。「行って、あの地を調

べなさい。」五人はエフライムの山地にあるミカの家まで行って、そこで一夜を明かした。

3 ミカの家のそばに来たとき、彼らはあのレビ人の若者の声に気づいた。そこで、彼らはそこに

立ち寄り、彼に言った。「だれがあなたをここに連れて来たのですか。ここで何をしているの

ですか。ここに何の用事があるのですか。」

4 彼は、ミカがこれこれのことをして雇ってくれたので、ミカの祭司になったのだ、と言った。

5 彼らは言った。「どうか神に伺ってください。私たちのしているこの旅が、成功するかどうか

を知りたいのです。」

6 その祭司は彼らに言った。「安心して行きなさい。あなたがたのしている旅は、主がお認めに

なっています。」

7 五人の者たちは進んで行ってライシュに着き、そこの住民が安らかに住んでいて、シドン人の

慣わしにしたがい、平穏で安心しきっているのを見た。この地には足りないものは何もなく、

彼らを抑えつける者もいなかった。彼らはシドン人から遠く離れていて、そのうえ、だれとも

交渉がなかった。

8 五人の者たちが、ツォルアとエシュタオルの身内の者たちのところに帰って来ると、身内の者

たちは彼らに、どうだったか、と尋ねた。

9 彼らは言った。「さあ、彼らに向かって攻め上ろう。私たちはその土地を見たが、実にすばら

しい。あなたがたはためらっているが、ぐずぐずせずに進んで行って、あの地を占領しよう。

10 あなたがたが行くときは、安心しきった民のところに行けるのだ。しかもその地は広々として

いる。神はそれをあなたがたの手に渡してくださった。その場所には、地にあるもので欠けて

いるものは何もない。」

11 そこで、ダンの氏族の者六百人は、武具を着けてツォルアとエシュタオルを出発し、

12 上って行って、ユダのキルヤテ・エアリムに宿営した。それゆえ、その場所は今日に至るま

で、マハネ・ダンと呼ばれている。それはキルヤテ・エアリムの西部にある。

13 彼らはそこからさらにエフライムの山地へと進み、ミカの家に着いた。



14 ライシュの地を偵察に行っていた五人は、身内の者たちに告げた。「これらの建物の中にエポ

デやテラフィム、彫像や鋳像があるのを知っているか。今、あなたたちは何をすべきか分かっ

ているはずだ。」

15 そこで、彼らはそこに行き、あのレビ人の若者の家、ミカの家に来て、彼の安否を尋ねた。

16 武具を着けた六百人のダンの人々は、門の入り口に立っていた。

17 あの地を偵察に行った五人の者たちは上って行き、そこに入り、彫像とエポデとテラフィムと

鋳像を取った。祭司は、武具を着けた六百人の者と、門の入り口に立っていた。

18 これら五人がミカの家に入り、彫像とエポデとテラフィムと鋳像を取ったとき、祭司は彼らに

言った。「何をしているのですか。」

19 彼らは祭司に言った。「黙っていなさい。手を口に当てて、私たちと一緒に来て、私たちのた

めに父となり、また祭司となりなさい。あなたは一人の人の、家の祭司となるのと、イスラエ

ルで部族また氏族の祭司となるのと、どちらがよいのか。」

20 祭司の心は躍った。彼はエポデとテラフィムと彫像を取り、この人々の中に入って行った。

21 彼らは向きを変え、子ども、家畜、家財を先頭にして進んで行った。

22 彼らがミカの家からかなり離れたころ、ミカは近所の家の者たちを集めて、ダン族に追いつい

た。

23 彼らがダン族に呼びかけると、ダンの人々は振り向いて、ミカに言った。「あなたはどうした

のだ。人を集めたりして。」

24 ミカは言った。「あなたがたは、私が造った神々と、それに祭司を奪って行きました。私のと

ころには何が残っているでしょうか。私に向かって『どうしたのだ』と言うとは、いったい何

事です。」

25 ダン族はミカに言った。「あなたの声が私たちの中で聞こえないようにしなさい。そうしない

と、気の荒い連中があなたがたに討ちかかり、あなたは、自分のいのちも、家族のいのちも失

うだろう。」

26 こうして、ダン族は去って行った。ミカは、彼らが自分よりも強いのを見てとり、向きを変え

て自分の家に帰った。

27 彼らは、ミカが造った物とミカの祭司とを奪い、ライシュに行って、平穏で安心しきっている

民を襲い、剣の刃で彼らを討って、火でその町を焼いた。

28 だれも救い出す者はいなかった。その町はシドンから遠く離れていて、そのうえ、だれとも交

渉がなかったからである。その町はベテ・レホブの近くの平地にあった。彼らは町を建てて、

そこに住んだ。

29 彼らは、イスラエルに生まれた自分たちの先祖ダンの名にちなんで、その町にダンという名を

つけた。しかし、その町の名は、もともとライシュであった。

30 さて、ダン族は自分たちのために彫像を立てた。モーセの子ゲルショムの子ヨナタンとその子

孫が、その地の捕囚のときまで、ダン部族の祭司であった。

31 こうして、神の宮がシロにあった間中、彼らはミカの造った彫像を自分たちのために立ててい

た。



第19章

1 イスラエルに王がいなかった時代のこと、一人のレビ人が、エフライムの山地の奥に寄留して

いた。この人は、側女として、ユダのベツレヘムから一人の女を迎えた。

2 ところが、その側女は彼を裏切って、彼のところを去り、ユダのベツレヘムにある自分の父の

家に行って、そこに四か月間いた。

3 夫は、若い者と一くびきのろばを連れて、彼女の後を追って出かけた。彼女の心に訴えて連れ

戻すためであった。彼女が夫を自分の父の家に入れたとき、娘の父は彼を見て、喜んで迎え

た。

4 娘の父であるしゅうとが引き止めたので、彼はしゅうとのもとに三日間とどまった。こうし

て、彼らは食べて飲んで夜を過ごした。

5 四日目になって、彼が朝早く、立ち上がって出発しようとすると、娘の父は婿に言った。「パ

ンを一切れ食べて元気をつけ、その後で出発しなさい。」

6 そこで、二人は座って、ともに食べて飲んだ。娘の父はその人に言った。「ぜひ、もう一晩泊

まることにして、楽しみなさい。」

7 その人が立ち上がって出発しようとすると、しゅうとが彼にしきりに勧めたので、彼はまたそ

こに泊まって一夜を明かした。

8 五日目の朝早く、彼が出発しようとすると、娘の父は言った。「ぜひ、元気をつけて、日が傾

くまでゆっくりしていきなさい。」そこで、二人は食事をした。

9 その人が、自分の側女と若い者を連れて出発しようとすると、娘の父であるしゅうとは彼に言

った。「ご覧なさい。もう日が暮れかかっています。どうか、もう一晩お泊まりなさい。もう

日も傾いています。ここに泊まって楽しみ、明日の朝早く旅立って、あなたの天幕に帰ればよ

いでしょう。」

10 その人は泊まりたくなかったので、立ち上がって出発し、エブスすなわちエルサレムの向かい

側までやって来た。鞍をつけた一くびきのろばと、側女が一緒であった。

11 彼らがエブスの近くに来たとき、日はすっかり傾いていた。そこで、若い者は主人に言った。

「道を外れてあのエブス人の町に向かい、そこで一夜を明かすことにしたらいかがでしょ

う。」

12 彼の主人は言った。「私たちは、イスラエル人ではない異国人の町には立ち寄らない。さあ、

ギブアまで進もう。」

13 彼はまた若い者に言った。「さあ、ギブアかラマのどちらかの地に着いて、そこで一夜を明か

そう。」

14 彼らは進んで行ったが、ベニヤミンに属するギブアの近くまで来たとき、日が沈んだ。

15 彼らはギブアに行って泊まろうとして、そこに立ち寄り、町に入って広場に座った。彼らを迎

えて家に泊めてくれる者は、だれもいなかった。

16 そこへ、夕暮れになって畑仕事から帰る一人の老人がやって来た。この人はエフライムの山地

の人で、ギブアに寄留していた。この土地の人々はベニヤミン族であった。

17 目を上げて、町の広場にいる旅人を見たとき、この老人は「どちらへ行かれますか。どこから

来られたのですか」と尋ねた。

18 その人は彼に言った。「私たちはユダのベツレヘムから、エフライムの山地の奥まで旅を続け

ているのです。私はその奥地の者で、ユダのベツレヘムまで行って来ました。今、主の家へ帰



る途中ですが、だれも私を家に迎えてくれる人がいません。

19 ろばのためには、藁も飼葉もあり、また、私とこの女、しもべどもと一緒にいる若い者のため

には、パンも酒もあります。足りない物は何もありません。」

20 老人は言った。「安心なさい。足りない物はすべて私に任せなさい。ただ、広場で夜を過ごし

てはいけません。」

21 こうして老人は彼を自分の家に連れて行き、ろばに飼葉をやった。彼らは足を洗って、食べて

飲んだ。

22 彼らが楽しんでいると、なんと、町の男たちで、よこしまな者たちが、その家を取り囲んで戸

をたたき続け、家の主人である老人に言った。「おまえの家に来たあの男を引き出せ。あの男

を知りたい。」

23 そこで、家の主人であるその人は、彼らのところに出て行って言った。「それはいけない、兄

弟たちよ。どうか悪いことはしないでくれ。あの人が私の家に入った後で、そんな恥ずべきこ

とはしないでくれ。

24 ここに処女の私の娘と、あの人の側女がいる。今、二人を連れ出すから、二人を辱めて、あな

たがたの好きなようにしなさい。しかしあの人には、そのような恥ずべきことをしないでく

れ。」

25 しかし、男たちは彼に聞こうとしなかった。そこで、その旅人は自分の側女をつかんで、外に

いる彼らのところへ出した。彼らは彼女を犯して、夜通し朝まで暴行を加え、夜が明けるころ

に彼女を放した。

26 夜明け前に、その女は自分の主人がいるその人の家の戸口に来て、明るくなるまで倒れてい

た。

27 彼女の主人は、朝起きて家の戸を開け、出発しようとして外に出た。見ると、そこに自分の側

女である女が、手を敷居にかけて家の入り口で倒れていた。

28 彼は女に「立ちなさい。さあ行こう」と言ったが、何の返事もなかった。そこで、その人は彼

女をろばに乗せ、立って自分のところへ向かって行った。

29 彼は自分の家に着くと、刀を取り、自分の側女をつかんで、その肢体を十二の部分に切り分

け、イスラエルの全土に送った。

30 それを見た者はみな、「イスラエルの子らがエジプトの地から上って来た日から今日まで、こ

のようなことは起こったこともなければ、見たこともない。このことをよく考え、相談し、意

見を述べよ」と言った。

第20章

1 そこで、イスラエルの子らはみな出て来た。ダンからベエル・シェバ、およびギルアデの地に

及ぶその会衆は、一斉にミツパの主のもとに集まった。

2 民全体、イスラエルの全部族のかしらたちが、神の民の集会に参加した。剣を使う歩兵も四十

万人いた。

3 ベニヤミン族は、イスラエルの子らがミツパに上って来たことを聞いた。イスラエルの子ら

は、「このような悪いことがどうして起こったのか、話してください」と言った。

4 殺された女の夫であるレビ人は答えた。「私は側女と一緒に、ベニヤミンに属するギブアに行

き、一夜を明かそうとしました。



5 すると、ギブアの者たちが私を襲い、夜中に私のいる家を取り囲み、私を殺そうと図りました

が、彼らは私の側女に暴行を加えました。それで彼女は死にました。

6 そこで私は側女をつかみ、彼女を切り分け、それをイスラエルの全相続地に送りました。これ

は、彼らがイスラエルの中で淫らな恥辱となることを行ったからです。

7 さあ、あなたがたすべてのイスラエルの子らよ。今ここで、意見を述べて、相談してくださ

い。」

8 そこで、民はみな一斉に立ち上がって言った。「私たちは、だれも自分の天幕に帰らない。だ

れも自分の家に戻らない。

9 今、私たちがギブアに対してしようとすることはこうだ。くじを引いて、向かって行こう。

10 私たちは、イスラエルの全部族について、百人につき十人、千人につき百人、一万人につき千

人を選んで、兵たちのための食糧を持たせよう。そしてベニヤミンのギブアに行かせ、ベニヤ

ミンがイスラエルで犯したこのすべての恥ずべき行いに対して、報復させよう。」

11 こうして、イスラエルの人々はみな団結し、一斉にその町に集まった。

12 イスラエルの諸部族は、ベニヤミン部族全体に人を遣わして言った。「おまえたちのうちに起

こったあの悪事は何事か。

13 今、ギブアにいるあのよこしまな者たちを渡せ。彼らを殺して、イスラエルから悪を除き去ろ

う。」しかしベニヤミン族は、自分たちの同胞イスラエルの子らの言うことを聞こうとしなか

った。

14 それどころか、ベニヤミン族はイスラエルの子らと戦おうと、町々から出て来てギブアに集結

した。

15 その日、ベニヤミン族は、町々から剣を使う者二万六千人を召集した。そのほかに、ギブアの

住民から七百人の精鋭を召集した。

16 兵全体のうちで、この七百人の精鋭が左利きであった。彼らはみな、一本の毛を狙って石を投

げても、的を外すことがなかった。

17 イスラエルの人々は、ベニヤミンを除き、剣を使う者四十万人を召集した。彼らはみな戦士で

あった。

18 イスラエルの子らは立ち上がって、ベテルに上り、神に伺った。「私たちのうち、だれが最初

に上って行って、ベニヤミン族と戦うべきでしょうか。」主は言われた。「ユダが最初だ。」

19 朝になると、イスラエルの子らは立ち上がり、ギブアに対して陣を敷いた。

20 イスラエルの人々はベニヤミンとの戦いに出て行き、彼らと戦うためにギブアに対して陣備え

をした。

21 ベニヤミン族はギブアから出て来て、その日、イスラエルのうち二万二千人を滅ぼした。

22 しかし、イスラエルの人々の軍勢は奮い立って、最初の日に陣を敷いた場所で、再び戦いの備

えをした。

23 イスラエルの子らは上って行って、主の前で夕方まで泣き、主に伺った。「再び、同胞ベニヤ

ミン族に近づいて戦うべきでしょうか。」主は言われた。「攻め上れ。」

24 そこで、イスラエルの子らは次の日、ベニヤミン族に向かって行ったが、

25 ベニヤミンも次の日、ギブアから出て来て彼らを迎え撃ち、再びイスラエルの子らのうち一万

八千人をその場で殺した。これらの者はみな、剣を使う者であった。



26 イスラエルの子らはみな、こぞってベテルに上って行って泣き、そこで主の前に座り、その日

は夕方まで断食をし、全焼のささげ物と交わりのいけにえを主の前に献げた。

27 イスラエルの子らは主に伺った──当時、神の契約の箱はそこにあり、

28 また当時、アロンの子エルアザルの子ピネハスが、御前に仕えていた──イスラエルの子らは言

った。「私はまた出て行って、私の同胞ベニヤミン族と戦うべきでしょうか。それとも、やめ

るべきでしょうか。」主は言われた。「攻め上れ。明日、わたしは彼らをあなたがたの手に渡

す。」

29 そこで、イスラエルはギブアの周りに伏兵を置いた。

30 三日目にイスラエルの子らは、ベニヤミン族のところに攻め上り、先のようにギブアに対して

陣備えをした。

31 ベニヤミン族は、この兵たちを迎え撃つために出て、町からおびき出された。彼らは、一方は

ベテルに、もう一方はギブアに至る大路で、この前のようにこの兵たちを討ち始め、イスラエ

ルのうちの約三十人が野で剣に倒れた。

32 ベニヤミン族は「彼らは最初の時と同じように、われわれの前に打ち負かされる」と考えた。

しかし、イスラエルの子らは「さあ、逃げよう。そして彼らを町から大路におびき出そう」と

言った。

33 イスラエルの人々はみな、持ち場から立ち上がって、バアル・タマルで陣備えをした。一方、

イスラエルの伏兵たちは、自分たちの持ち場、マアレ・ゲバから躍り出た。

34 こうして、全イスラエルの精鋭一万人がギブアに向かって進んだ。戦いは激しかった。ベニヤ

ミン族は、わざわいが自分たちに迫っているのに気づかなかった。

35 主がイスラエルの前でベニヤミンを打たれたので、イスラエルの子らは、その日、ベニヤミン

の二万五千百人を殺した。これらの者はみな、剣を使う者であった。

36 ベニヤミン族は、自分たちが打ち負かされたのを見た。イスラエルの人々はベニヤミンに陣地

を明け渡した。それは、ギブアに向けて備えていた伏兵を信頼したからであった。

37 伏兵は急いでギブアを襲った。伏兵はその勢いに乗って、町中を剣の刃で討った。

38 イスラエルの人々と伏兵の間には合図が決められていて、町からのろしが上がったら、

39 イスラエルの人々が引き返して戦うことになっていた。ベニヤミンが攻撃を始めて、剣に倒れ

る者が約三十人、イスラエルの人々の中に出たとき、彼らは「きっと前の戦いの時と同じよう

に、彼らはわれわれに打ち負かされるに違いない」と考えた。

40 のろしが煙の柱となって町から上り始めた。ベニヤミンがうしろを振り向くと、見よ、町全体

が煙となって天に上っていた。

41 そこへイスラエルの人々が引き返して来たので、ベニヤミンの人々はわざわいが自分たちに迫

っているのを見て、うろたえた。

42 彼らはイスラエルの人々の前から逃れて荒野の方へ向かったが、戦いは彼らに追い迫り、町々

から出て来た者も合流して彼らを殺した。

43 イスラエルの人々はベニヤミンを包囲して追いつめ、メヌハから、東の方の、ギブアの向こう

側まで踏みにじった。

44 こうして、ベニヤミンの一万八千人が倒れた。これらはみな、力ある者たちであった。

45 またほかの者は荒野の方に向かってリンモンの岩まで逃げたが、イスラエルの人々は、大路で

そのうちの五千人を討ち取り、なお残りをギデオムまで追いかけて、二千人を打ち倒した。



46 その日、ベニヤミンの中で倒れた者は剣を使う者たち合わせて二万五千人で、彼らはみな、力

ある者たちであった。

47 しかし、六百人の者は荒野の方に向かってリンモンの岩に逃げ、四か月の間、リンモンの岩に

とどまった。

48 イスラエルの人々は、ベニヤミン族のところへ引き返し、無傷のままだった町も家畜も、見つ

かったものをすべて剣の刃で討ち、また見つかったすべての町に火を放った。

第21章

1 イスラエルの人々はミツパで、「私たちはだれも、娘をベニヤミンに妻として与えない」と誓

っていた。

2 民はベテルに来て、そこで夕方まで神の前に座り、声をあげて激しく泣いた。

3 彼らは言った。「イスラエルの神、主よ。なぜ、イスラエルにこのようなことが起こって、今

日イスラエルから一つの部族が欠けるようになったのですか。」

4 翌日になって、民は朝早く、そこに一つの祭壇を築いて、全焼のささげ物と交わりのいけにえ

を献げた。

5 イスラエルの子らは、「イスラエルの全部族のうち、だれが、集団の一員として主のもとに上

って来なかったのか」と言った。これは彼らが、ミツパの主のもとに上って来なかった者につ

いて、「その者は必ず殺されなければならない」と堅く誓いを立てていたからである。

6 イスラエルの子らは、その同胞ベニヤミンのことで悔やんで言った。「今日、イスラエルから

一つの部族が切り捨てられた。

7 あの残った者たちに妻を迎えるには、どうすればよいだろうか。私たちは主によって、自分た

ちの娘を彼らに妻として与えないと誓ってしまったのだ。」

8 そこで、彼らは「イスラエルの部族のうちで、どの部族がミツパに、主のもとに上って来なか

ったのか」と言った。見ると、ヤベシュ・ギルアデから陣営に来て、集団に加わっている者は

一人もいなかった。

9 民が点呼したところ、ヤベシュ・ギルアデの住民が一人もそこにいなかった。

10 会衆は、一万二千人の勇士をそこに送って命じた。「行って、ヤベシュ・ギルアデの住民を剣

の刃で討て。女も子どもも。

11 これは、あなたがたが行うべきことである。すべての男、そして男と寝たことのある女は、す

べて聖絶しなければならない。」

12 こうして、彼らはヤベシュ・ギルアデの住民の中から、男と寝たことがなく、男を知らない若

い処女四百人を見つけ出した。彼らは、この女たちをカナンの地にあるシロの陣営に連れて来

た。

13 そこで全会衆は、リンモンの岩にいるベニヤミン族に人を遣わして、彼らに和解を呼びかけ

た。

14 そのとき、ベニヤミンが戻って来たので、ヤベシュ・ギルアデの女のうちから生かしておいた

女たちを彼らに与えたが、彼らには足りなかった。

15 民はベニヤミンのことで悔やんでいた。主がイスラエルの部族の間を裂かれたからである。

16 会衆の長老たちは言った。「あの残った者たちに妻を迎えるには、どうすればよいか。ベニヤ

ミンのうちから女が根絶やしにされたのだ。」



17 また言った。「ベニヤミンの逃れた者たちに、跡継ぎがいなければならない。イスラエルから

部族の一つが消し去られてはならない。

18 しかし、自分たちの娘を彼らに妻として与えることはできない。イスラエルの子らは『ベニヤ

ミンに妻を与える者はのろわれる』と誓っているからだ。」

19 そこで、彼らは言った。「そうだ。毎年、シロで主の祭りがある。」──この町はベテルの北に

あって、ベテルからシェケムに上る大路の日の昇る方、レボナの南にある──

20 彼らはベニヤミン族に命じた。「行って、ぶどう畑で待ち伏せして、

21 見ていなさい。もしシロの娘たちが輪になって踊りに出て来たら、あなたがたはぶどう畑から

出て、シロの娘たちの中から、それぞれ自分のために妻を捕らえ、ベニヤミンの地に行きなさ

い。

22 もし、女たちの父か兄弟が私たちに苦情を言いに来たら、私たちはこう言います。『私たちゆ

えに、彼らをあわれんでやってください。戦争のときに、私たちは彼ら一人ひとりに妻を取ら

せなかったし、あなたがたも娘を彼らに与えませんでした。もし与えていたなら、今ごろ、あ

なたがたは責めある者とされていたでしょう』と。」

23 ベニヤミン族はそのようにした。彼らは女たちを自分たちの数にしたがって連れて来た。彼女

たちは、彼らが略奪した踊り手たちであった。それから彼らは出かけて、自分たちの相続地に

帰り、町々を再建して、そこに住んだ。

24 イスラエルの子らは、そのとき、そこからそれぞれ自分の部族と氏族のもとに戻り、そこから

それぞれ自分の相続地に出て行った。

25 そのころ、イスラエルには王がなく、それぞれが自分の目に良いと見えることを行っていた。


